
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式１－１

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

1 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

1 ○ ○ ○ ○ 1 ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 2 ○

1 ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○

1 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

1 ○

1

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

データサイエンス基礎演習 データエンジニアリング応用基礎

心理統計Ⅰ データサイエンス応用基礎

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

データサイエンス概論Ｂ

データサイエンスＰＢＬ演習

量的調査法

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

心理統計Ⅰ

心理統計Ⅱ

社会統計学

データサイエンス基礎演習

データサイエンスＰＢＬ演習

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

データサイエンス概論Ｂ

数学Ｃ 社会統計学

数学Ｄ 量的調査法

 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ

数学Ｂ 心理統計Ⅱ

以下の各区分より必要な単位数を修得すること。

【必修】 2単位
データサイエンス概論Ａ, データサイエンス概論Ｂ
【選択必修1】 2単位以上
数学Ａ, 数学Ｂ, 数学Ｃ, 数学Ｄ,  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ,  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ, 心理統計Ⅰ, 心理統計Ⅱ, 社会
統計学, 量的調査法
【選択必修2】 2単位
データサイエンス基礎演習, データサイエンスPBL演習

6 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ

神戸大学

神戸大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

文学部

データサイエンス概論Ｂ データサイエンス基礎演習

数学Ａ 心理統計Ⅰ



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・１変数関数の微分法、積分法「数学Ｂ」（1-7回目）
・ベイズの定理「データサイエンス概論Ａ」（7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・確率分布、正規分布、独立同一分布「 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ」（4,51-8回目） 「総合科目Ⅱ（統計学基
 礎Ｂ）」（4回目）「データサイエンス概論Ａ」（3,4回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定「心理統計Ⅱ」（10, 11, 12回目）「量的調査法」（1回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「心理統計Ⅰ」（9-11回
目）「 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ」（6,71-8回目）「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・区間推定「心理統計Ⅱ」（7回目）
・正規分布「心理統計Ⅰ」（3回目）
・相関係数「心理統計Ⅱ」（7回目）「社会統計学」（7,10回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「心理統計Ⅰ」（4,5回目）「量的調査法」（2,5回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2回
目）「統計学Ａ」（1-8回目）
・多項式関数「数学Ｃ」（1-7回目）
・代表値（平均値、中央値）、標準偏差「社会統計学」（4,5回目）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「心理統計Ⅰ」（1,2回目）「心理統計Ⅱ」（1,2回目）「 総合科目Ⅱ
 （統計学基礎Ａ）統計学Ａ」（1,2.31-8回目） 「総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）」（1,2,3回目）
・点推定と区間推定「心理統計Ⅰ」（13回目） 「総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）」（6,7回目）「 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）
統計学Ｂ」（51-8回目）「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比例尺度「心理統計Ⅱ」（3回目）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「数学Ｄ」（1-7回目）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・計算量（オーダー）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）「データサイエン
ス概論Ｂ」（2,3回目）
・音声の符号化、周波数、標本化、量子化「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・構造化データ、非構造化データ「データサイエンス概論Ｂ」（6,7回目）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「数学Ａ」（1-7回目）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・関数、引数、戻り値「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）「データサイエンス基礎
演習」（3回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3
回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）「データサ
イエンス基礎演習」（1,2回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）「データサ
イエンス基礎演習」（1,2回目）

授業に含まれている内容・要素 講義内容



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・AI倫理、AIの社会的受容性「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

・ホールドアウト法、交差検証法「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・過学習、バイアス「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・学習データと検証データ「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「データサイエンス概論Ａ」（1,4,5,7回目）
・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・ディープニューラルネットワーク（DNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・ニューラルネットワークの原理「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・再帰型ニューラルネットワーク（RNN）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「データサイエンス概論Ａ」（1,6回
目）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）

・AIの学習と推論「データサイエンス概論Ａ」（7回目）
・AIの社会実装「データサイエンス概論Ａ」（6回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,5回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「データサイエ
ンス概論Ａ」（1回目）
・データを活用した新しいビジネスモデル「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・データ駆動型社会、Society 5.0「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）「データ
サイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「心理統計Ⅰ」（1-15回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）「データサ
イエンスＰＢＬ演習」（1回目）
・分析目的に応じた適切な調査（標本調査、標本誤差）「心理統計Ⅰ」（10回目）「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・分析目的の設定「心理統計Ⅰ」（1回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）「データサイエンスＰＢ
Ｌ演習」（3回目）
・様々なデータ可視化手法（分布）「心理統計Ⅰ」（2回目）
・様々なデータ分析手法「心理統計Ⅱ」（3, 4-6, 8, 9, 13-15回目）「社会統計学」（14,15回目）
・様々なデータ分析手法（回帰）「心理統計Ⅰ」（6,7回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、クラスタリングなど）「量的調査法」（2-4,6-15回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,4,5回目）「データサイエンス
基礎演習」（7回目）「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ソーシャルメディアデータ「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータ活用事例「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
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Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

(1) AIを実現する手段として「アルゴリズム」、「データ表現」、「プログラミング基礎」、「システム最適化」の概念や知識を習得する。
(2) AIの歴史、応用分野、研究やビジネスの現場でAIの構築から運用までの一連の流れを習得する。
(3) 機械学習・深層学習の学習方式と基礎理論を理解し、各種センサから取得された数値・時系列、画像、音声、テキストに対して、正しく前処理、特徴変
換、分類・予測を行うための各種手法を習得する。
(4) 課題解決における「課題発見と定式化」、「データ取得」、「データの取り扱い」、「モデル化」、「結果の可視化」、「検証、活用」と一連のステップを習得す
る。
(5) 各学部・各学科の専門科目において、各研究領域におけるデータサイエンス、データエンジニアリング、AIの基礎・応用・連携を学ぶ。

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資
する実践の場を通じた
学習体験を行う学修項
目群。応用基礎コアの
なかでも特に重要な学
修項目群であり、「デー
タエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論
Ａ」（3回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）
・分析目的の設定「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンスＰＢＬ演習」（3回目）「データサイエンス
概論Ａ」（1,4回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）「データサイエンス
概論Ａ」（1,3,4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
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様式１－２

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

1 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

1 ○ ○ ○ ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 2  ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 2 ○ ○ ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 2 ○ ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2  ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○

1 ○ 2 ○

1 ○

2 ○

1  ○

1  ○

1 ○

2 ○

神戸大学

神戸大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

国際人間科学部

データサイエンス概論Ｂ 微分積分４

数学Ａ 数理統計１

数学Ｂ 数理統計２

以下の各区分より必要な単位数を修得すること。（選択必修は学科ごとに異なる。）
【必修】 2単位
データサイエンス概論Ａ, データサイエンス概論Ｂ

グローバル文化学科
【選択必修1】 2単位以上
数学Ａ, 数学Ｂ, 数学Ｃ, 数学Ｄ, 統計情報処理,  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ,  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ
【選択必修2】 2単位以上
データサイエンス基礎演習, 情報リテラシー演習１, 情報リテラシー演習２, 情報発信演習１, 情報発信演習２, プログラミング基礎演習１, プログラミング基礎演習２, データマ
ネージメント, ＩＴコミュニケーションデザイン, データサイエンスPBL演習

発達コミュニティ学科
【選択必修1】 2単位以上
数学Ａ, 数学Ｂ, 数学Ｃ, 数学Ｄ,  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ,  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ,  生物統計学
【選択必修2】 2単位以上
データサイエンス基礎演習,  情報リテラシー演習１,  情報リテラシー演習２, 情報発信演習１, 情報発信演習２, プログラミング基礎演習１, プログラミング基礎演習２, データサイ
エンスPBL演習

環境共生学科
【選択必修1】 2単位以上
線形代数入門１, 線形代数入門２, 線形代数１, 線形代数２, 線形代数３, 線形代数４, 微分積分入門１, 微分積分入門２, 微分積分１, 微分積分２, 微分積分３, 微分積分４, 数
学Ａ, 数学Ｂ, 数学Ｃ, 数学Ｄ, 数理統計１, 数理統計２,  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ,  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ,  生物統計学, 数理科学基礎, 数理科学入
門（代数系）,  統計的問題解決法数理的問題解決法、 数理科学入門（統計系）
【選択必修2】 2単位以上
データサイエンス基礎演習,  情報リテラシー演習１,  情報リテラシー演習２, 情報発信演習１, 情報発信演習２, 環境数値解析, 計算機科学入門, プログラミング基礎演習１, プ
ログラミング基礎演習２, 数理モデルプログラミング, データサイエンスPBL演習

子ども教育学科
【選択必修1】 2単位以上
数学Ａ, 数学Ｂ, 数学Ｃ, 数学Ｄ,  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ,  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ
【選択必修2】 2単位以上
データサイエンス基礎演習,  情報リテラシー演習１,  情報リテラシー演習２, 情報発信演習１, 情報発信演習２, プログラミング基礎演習１, プログラミング基礎演習２, データサイ
エンスPBL演習

6 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ 微分積分３

 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ 情報発信演習２

線形代数入門１ プログラミング基礎演習１

線形代数入門２ データマネージメント

数学Ｃ データサイエンス基礎演習

数学Ｄ 統計情報処理

 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ 情報発信演習１

線形代数４  統計的問題解決法数理的問題解決法

微分積分入門１ 数理科学入門（統計系）

微分積分入門２ 環境数値解析

線形代数１  生物統計学

線形代数２ 数理科学基礎

線形代数３ 数理科学入門（代数系）

データサイエンス概論Ａ  生物統計学

データサイエンス概論Ｂ  統計的問題解決法数理的問題解決法

データサイエンス基礎演習 計算機科学入門

微分積分１ 計算機科学入門

微分積分２ 数理モデルプログラミング

授業科目 授業科目

 情報リテラシー演習２

プログラミング基礎演習２

ＩＴコミュニケーションデザイン

データサイエンスＰＢＬ演習

統計情報処理

 情報リテラシー演習１
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⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

1 ○

1

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

データサイエンスＰＢＬ演習

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

データサイエンス概論Ｂ

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

データサイエンス基礎演習 データエンジニアリング応用基礎

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・１変数関数の積分法「微分積分入門２」（1-4回目）、「微分積分３」（1-6回目）
・１変数関数の微分法「微分積分入門１」（3-7回目）、「微分積分１」（2-6回目）
・１変数関数の微分法、積分法「環境数値解析」（4,5回目）、「数学Ｂ」（1-7回目）
・２変数関数の積分法「微分積分３」（7回目）、「微分積分４」（1-7回目）
・２変数関数の微分法「微分積分入門２」（5-7回目）、「微分積分１」（7回目）、「微分積分２」（1-7回目）
・ベイズの定理「データサイエンス概論Ａ」（7回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・ベクトルと行列「数理科学基礎」（２回目）、「数理科学入門（代数系）」（1-6回目）、「線形代数入門１」（1回目）、「線形代数１」（1,2回目）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積「数理科学入門（代数系）」（7,8回目）、「数理モデルプログラミング」（10回目）、「線形代数入
門１」（1回目）、「線形代数１」（1,2回目）
・ベクトルの和とスカラー倍「数理科学基礎」（２回目）
・確率分布、正規分布「数理科学入門（統計系）」（3,5-7,9,10回目）
・確率分布、正規分布、独立同一分布「統計情報処理」（3,11,14回目）、 「統計的問題解決法」（4-6回目）、「数理統計１」（2-7回目）、「 総合科目

 Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ」（4,51-8回目）、 「総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）」（4回目）、「データサイエンス概論Ａ」（3,.4回目）
・関数の傾きと微分の関係「微分積分入門１」（3,.4回目）
 ・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定「生物統計学」（6-9回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論Ａ」（3回目）、 「統計的問題解
 決法」（2回目）、「数理統計２」（1-4回目）、「 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ」（6,71-8回目）
・逆行列「線形代数入門１」（4-7回目）、「線形代数２」（1-4回目）
・固有値と固有ベクトル「線形代数入門２」（2,3回目）、「線形代数３」（1-7回目）、「線形代数４」（1-7回目）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「数理科学入門（代数系）」（９回目）、「線形代数入門１」（2,3回目）、「線形代数１」（1,2回目）
・集合「データマネージメント」（２回目）、「数理科学基礎」（1回目）
・順列、組合せ、集合、ベン図、条件付き確率「数理科学基礎」（１回目）
・条件付き確率「数理統計１」（2回目）
・積分と面積の関係「微分積分入門２」（1-4回目）、「微分積分３」（1-3回目）
 ・相関係数「生物統計学」（14回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「統計情報処理」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）、「統計学A」（1-8回目）、「数理的問題解決法」
（3回目）
・多項式関数「数学Ｃ」（1-7回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「微分積分入門１」（1,2回目）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「統計情報処理」（1,10回目）、 「生物統計学」（２回目）、「数理モデルプログラミング」（12回
目）、「数理統計１」（1回目）、「 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ」（1,2.31-8回目）、 「総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）」（1,2,3回目）
・点推定と区間推定 「生物統計学」（5回目）、「数理統計２」（1-4回目）、 「総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）」（6,7回目）、「 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）
統計学Ｂ」（51-8回目）、「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・片側検定と両側検定「数理科学入門（統計系）」（14回目）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「数学Ｄ」（1-7回目）、「データサイエンス概論Ａ」（2回目）、「数理的問題解決法」（9回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・計算量（オーダー）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像）「情報発信演習１」（1-3回目）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像など）「情報発信演習２」（1-7回目）
・音声の符号化、周波数、標本化、量子化「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）、「情報発信演習１」（4-6回目）
・構造化データ、非構造化データ「データサイエンス概論Ｂ」（6,7回目）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「数学Ａ」（1-7回目）、「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・情報量の単位（ビット、バイト）、二進数、文字コード「数理的問題解決法」（7回目）

・関数「プログラミング基礎演習１」（4回目）、「計算機科学入門」（5回目）
・関数、引数「数理モデルプログラミング」（2,5-8回目）
・関数、引数、戻り値「データサイエンス概論Ａ」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）、「データサイエンス基礎演習」（3回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「計算機科学入門」（15回目）、「数理モデルプログラミング」（3,.4回目）、「データサイエンス概
論Ａ」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型「計算機科学入門」（6回目）、「数理モデルプログラミング」（2,9回目）、「データサイエンス概論Ａ」（2回目）、
「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）、「データサイエンス基礎演習」（1,2回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「数理モデルプログラミング」（2回目）、「データサイエンス概論Ａ」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回
目）、「データサイエンス基礎演習」（1,2回目）
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1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

(1) AIを実現する手段として「アルゴリズム」、「データ表現」、「プログラミング基礎」、「システム最適化」の概念や知識を習得する。
(2) AIの歴史、応用分野、研究やビジネスの現場でAIの構築から運用までの一連の流れを習得する。
(3) 機械学習・深層学習の学習方式と基礎理論を理解し、各種センサから取得された数値・時系列、画像、音声、テキストに対して、正しく前処理、特徴変換、
分類・予測を行うための各種手法を習得する。
(4) 課題解決における「課題発見と定式化」、「データ取得」、「データの取り扱い」、「モデル化」、「結果の可視化」、「検証、活用」と一連のステップを習得す
る。
(5) 各学部・各学科の専門科目において、各研究領域におけるデータサイエンス、データエンジニアリング、AIの基礎・応用・連携を学ぶ。

・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・AI倫理、AIの社会的受容性「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

・ホールドアウト法、交差検証法「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・過学習、バイアス「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・学習データと検証データ「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「データサイエンス概論Ａ」（1,4,5,7回目）
・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・ディープニューラルネットワーク（DNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・ニューラルネットワークの原理「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・再帰型ニューラルネットワーク（RNN）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「データサイエンス概論Ａ」（1,6回目）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）

・AIの学習と推論「データサイエンス概論Ａ」（7回目）
・AIの社会実装「データサイエンス概論Ａ」（6回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,5回目）
・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み「数理的問題解決法」（14回目）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）
・分析目的の設定「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンスＰＢＬ演習」（3回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,.4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「数理
的問題解決法」（5回目）
・データを活用した新しいビジネスモデル「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・データ駆動型社会、Society 5.0「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

 ・サンプルサイズの設計「統計的問題解決法」（９回目）
 ・データの収集「統計的問題解決法」（９回目）
・データの収集、加工、分割/統合「情報リテラシー演習１」（2-5回目）、「情報リテラシー演習２」（2-3回目）、「計算機科学入門」（2,3回目）、
「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）、「データサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル 「統計的問題解決法」（3回目）、「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）、「データサイエンスＰＢＬ演習」
（1回目）
・分析目的に応じた適切な調査（標本調査、標本誤差）「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・分析目的の設定 「統計的問題解決法」（1回目）、「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）、「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「ＩＴコミュニケーションデザイン」（11回目）、「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）、
「データサイエンスＰＢＬ演習」（3回目）
 ・様々なデータ可視化手法（分布）「統計的問題解決法」（7回目）
・様々なデータ分析手法（回帰）「統計情報処理」（2,6回目）、 「生物統計学」（10-13回目）、「統計的問題解決法」（12-15回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,.4,5回目）、「データサイエンス基礎演習」（7回目）、
「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）、「数理的問題解決法」（12回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・クラウドサービス「プログラミング基礎演習２」（3回目）
・ソーシャルメディアデータ「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータ活用事例「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
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様式１－３

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

1 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

1 ○ ○ ○ ○ 2 ○

1 ○ 1 ○

1 ○

1 ○

1 ○

1 ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○

1 ○

1 ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

1 ○

1

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

データサイエンス基礎演習 データエンジニアリング応用基礎

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

データサイエンス概論Ｂ

 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

政治データ分析

 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習

 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

データサイエンス概論Ｂ

数学Ｃ

数学Ｄ

 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ

数学Ｂ

以下の各区分より必要な単位数を修得すること。

【必修】 2単位
データサイエンス概論Ａ, データサイエンス概論Ｂ
【選択必修1】 2単位以上
数学Ａ, 数学Ｂ, 数学Ｃ, 数学Ｄ,  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ,  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ, 政治デ－タ分析
【選択必修2】 2単位
 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習,  データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習

6 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ

神戸大学

神戸大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

法学部

データサイエンス概論Ｂ 政治データ分析

数学Ａ  データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習
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⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・AI倫理、AIの社会的受容性「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

・ホールドアウト法、交差検証法「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・過学習、バイアス「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・学習データと検証データ「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「データサイエンス概論Ａ」（1,4,5,7回目）
・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・ディープニューラルネットワーク（DNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・ニューラルネットワークの原理「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・再帰型ニューラルネットワーク（RNN）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「データサイエンス概論Ａ」（1,6回
目）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）

・AIの学習と推論「データサイエンス概論Ａ」（7回目）
・AIの社会実装「データサイエンス概論Ａ」（6回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,5回目）

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・１変数関数の微分法、積分法「数学Ｂ」（1-7回目）
・ベイズの定理「データサイエンス概論Ａ」（7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・確率分布、正規分布、独立同一分布「 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ」（4,51-8回目） 「総合科目Ⅱ（統計学基
 礎Ｂ）」（4回目）「データサイエンス概論Ａ」（3,4回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定「政治データ分析」（10,11回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論
Ａ」（3回目）「 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ」（6,71-8回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）「統計学A」（1-8回目）
・多項式関数「数学Ｃ」（1-7回目）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「政治データ分析」（５,6回目）「 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計
学Ａ」（1,2.31-8回目） 「総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）」（1,2,3回目）
・点推定と区間推定「データサイエンス概論Ａ」（3回目） 「総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）」（6,7回目）「 総合科目Ⅱ（統計
 学基礎Ｂ）統計学Ｂ」（51-8回目）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「数学Ｄ」（1-7回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・計算量（オーダー）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）「データサイエンス
概論Ｂ」（2,3回目）
・音声の符号化、周波数、標本化、量子化「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・構造化データ、非構造化データ「データサイエンス概論Ｂ」（6,7回目）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「数学Ａ」（1-7回目）

・関数、引数、戻り値「 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習」（３回目）「データサイエンス概論Ａ」（2
回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成 「データサイエンス・AI演習A」（４回目）「データサイエンス概論Ａ」
（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型「 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習」（1,2回目）「データサイエン
ス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習」（1,2回目）「データサイエ
ンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「データサイエ
ンス概論Ａ」（1回目）
・データを活用した新しいビジネスモデル「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・データ駆動型社会、Society 5.0「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）「 データ
 サイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）「 データサイエンス・AI演習Bデータサ
イエンスＰＢＬ演習」（1回目）「政治データ分析」（9回目）
・分析目的に応じた適切な調査（標本調査、標本誤差）「データサイエンス概論Ａ」（3回目）「政治データ分析」（8回目）
・分析目的の設定「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（2回
目）
 ・様々なデータ可視化手法「データサイエンス・AI演習A」（６回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）「 データサイエンス・AI
 演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（3回目）
・様々なデータ分析手法（回帰）「政治データ分析」（12-14回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,4,5回目）「 データサイエン
 ス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）「データサイエンス基礎演習」（7回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ソーシャルメディアデータ「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータ活用事例「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

授業に含まれている内容・要素 講義内容
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Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

(1) AIを実現する手段として「アルゴリズム」、「データ表現」、「プログラミング基礎」、「システム最適化」の概念や知識を習得する。
(2) AIの歴史、応用分野、研究やビジネスの現場でAIの構築から運用までの一連の流れを習得する。
(3) 機械学習・深層学習の学習方式と基礎理論を理解し、各種センサから取得された数値・時系列、画像、音声、テキストに対して、正しく前処理、特徴変
換、分類・予測を行うための各種手法を習得する。
(4) 課題解決における「課題発見と定式化」、「データ取得」、「データの取り扱い」、「モデル化」、「結果の可視化」、「検証、活用」と一連のステップを習得す
る。
(5) 各学部・各学科の専門科目において、各研究領域におけるデータサイエンス、データエンジニアリング、AIの基礎・応用・連携を学ぶ。

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資
する実践の場を通じた
学習体験を行う学修項
目群。応用基礎コアの
なかでも特に重要な学
修項目群であり、「デー
タエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論
Ａ」（3回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）

・データの収集、加工、分割/統合「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）「データサイエ
ンス概論Ｂ」（1,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）
・分析目的の設定「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（3
回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」
（4回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
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様式１－４

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

1 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

1 ○ ○ ○ ○ 1 ○

1 ○

1 ○

1 ○

1 ○

2 ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○

2 ○

1 ○

1 ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

1 ○

1

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

データサイエンス基礎演習 データエンジニアリング応用基礎

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

データサイエンス概論Ｂ

 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習

ミクロデータ分析Ⅰ

ミクロデータ分析Ⅱ

 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

データサイエンス概論Ｂ

微分積分入門１

微分積分入門２

統計学

線形代数入門２

以下の各区分より必要な単位数を修得すること。

【必修】 2単位
データサイエンス概論Ａ, データサイエンス概論Ｂ
【選択必修1】 8単位
微分積分入門１, 微分積分入門２, 線形代数入門１, 線形代数入門２, 統計学, 経済数学
【選択必修2】 2単位以上
 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習,  データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習, ミクロデータ分析Ⅰ, ミクロデータ
分析Ⅱ

12 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ 経済数学

神戸大学

神戸大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

経済学部

データサイエンス概論Ｂ  データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習

線形代数入門１
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⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・AI倫理、AIの社会的受容性「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

・ホールドアウト法、交差検証法「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・過学習、バイアス「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・学習データと検証データ「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「データサイエンス概論Ａ」（1,4,5,7回目）
・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・ディープニューラルネットワーク（DNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・ニューラルネットワークの原理「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・再帰型ニューラルネットワーク（RNN）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「データサイエンス概論Ａ」（1,6回
目）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）

・AIの学習と推論「データサイエンス概論Ａ」（7回目）
・AIの社会実装「データサイエンス概論Ａ」（6回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,5回目）

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学基
礎（統計数理、線形代
数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するための
手段として「アルゴリズ
ム」、「データ表現」、「プ
ログラミング基礎」の概
念や知識の習得を目指
す。

・１変数関数の積分法「微分積分入門２」（1-4回目）
・１変数関数の微分法「微分積分入門１」（3-7回目）
・１変数関数の微分法、積分法「経済数学」（3回目）
・２変数関数の微分法「微分積分入門２」（5-7回目）
・２変数関数の微分法、積分法「経済数学」（13回目）
・ベイズの定理「データサイエンス概論Ａ」（7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・ベクトルと行列「線形代数入門１」（1回目）「経済数学」（6回目）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積「線形代数入門１」（1回目）
・確率分布、正規分布、独立同一分布「データサイエンス概論Ａ」（3,4回目）「統計学」（3-8回目）
・関数の傾きと微分の関係「微分積分入門１」（3,4回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定「統計学」（12-14回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論Ａ」
（3回目）
・逆行列「線形代数入門１」（4-7回目）
・固有値「経済数学」（9回目）
・固有値と固有ベクトル「線形代数入門２」（2,3回目）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「線形代数入門１」（2,3回目）
・積分と面積の関係「微分積分入門２」（1-4回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「微分積分入門１」（1,2回目）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「統計学」（2回目）
・点推定と区間推定「統計学」（9-11回目）
・点推定と区間推定「データサイエンス概論Ａ」（3回目）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・計算量（オーダー）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）「データサイエンス
概論Ｂ」（2,3回目）
・音声の符号化、周波数、標本化、量子化「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・構造化データ、非構造化データ「データサイエンス概論Ｂ」（6,7回目）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・関数、引数、戻り値「 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習」（３回目）「データサイエンス概論Ａ」（2回
目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成 「データサイエンス・AI演習A」（４回目）「データサイエンス概論Ａ」（2
回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型「 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習」（1,2回目）「データサイエンス
概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習」（1,2回目）「データサイエン
ス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、及
び「深層学習の基礎と
展望」から構成される。

・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「データサイエン
ス概論Ａ」（1回目）
・データを活用した新しいビジネスモデル「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・データ駆動型社会、Society 5.0「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）「 データサ
 イエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）「 データサイエンス・AI演習Bデータサイ
エンスＰＢＬ演習」（1回目）
・分析目的に応じた適切な調査（標本調査、標本誤差）「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・分析目的の設定「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・分析目的の設定「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）
 ・様々なデータ可視化手法「データサイエンス・AI演習A」（６回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）「 データサイエンス・AI演
 習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（3回目）「ミクロデータ分析Ⅰ」（6-7回目）
・様々なデータ分析手法「ミクロデータ分析Ⅱ」（6-14回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,4,5回目）「 データサイエンス・
 AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）「ミクロデータ分析Ⅰ」（9-14回目）「データサイエンス基礎演習」（7回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ソーシャルメディアデータ「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータ活用事例「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

授業に含まれている内容・要素 講義内容
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Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

(1) AIを実現する手段として「アルゴリズム」、「データ表現」、「プログラミング基礎」、「システム最適化」の概念や知識を習得する。
(2) AIの歴史、応用分野、研究やビジネスの現場でAIの構築から運用までの一連の流れを習得する。
(3) 機械学習・深層学習の学習方式と基礎理論を理解し、各種センサから取得された数値・時系列、画像、音声、テキストに対して、正しく前処理、特徴変換、分
類・予測を行うための各種手法を習得する。
(4) 課題解決における「課題発見と定式化」、「データ取得」、「データの取り扱い」、「モデル化」、「結果の可視化」、「検証、活用」と一連のステップを習得する。
(5) 各学部・各学科の専門科目において、各研究領域におけるデータサイエンス、データエンジニアリング、AIの基礎・応用・連携を学ぶ。

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理解
や認識の向上に資する
実践の場を通じた学習
体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論Ａ」
（3回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）

・データの収集、加工、分割/統合「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）「データサイエ
ンス概論Ｂ」（1,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）
・分析目的の設定「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（3
回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（4
回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
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様式１－５

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

1 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

1 ○ ○ ○ ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 2 ○

1 ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○

1 ○

2 ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

1 ○

1

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

データサイエンス基礎演習 データエンジニアリング応用基礎

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

データサイエンス概論Ｂ

 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習

 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習

経営統計

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

データサイエンス概論Ｂ

線形代数２ 経営統計

線形代数３ 経営数学

線形代数４

線形代数入門１ 微分積分３

線形代数入門２ 微分積分４

線形代数１  データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習

データサイエンス概論Ｂ 微分積分入門２

 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ 微分積分１

 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ 微分積分２

以下の各区分より必要な単位数を修得すること。

【必修】 2単位
データサイエンス概論Ａ, データサイエンス概論Ｂ
【選択必修1】 4単位以上
 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ,  総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ, 線形代数入門１, 線形代数入門２, 線形代数１, 線形代数２, 線形
代数３, 線形代数４, 微分積分入門１, 微分積分入門２, 微分積分１, 微分積分２, 微分積分３, 微分積分４, 経営統計, 経営数学
【選択必修2】 2単位
 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習,  データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習

8 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ 微分積分入門１

神戸大学

神戸大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

経営学部
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⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・AI倫理、AIの社会的受容性「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

・ホールドアウト法、交差検証法「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・過学習、バイアス「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・学習データと検証データ「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「データサイエンス概論Ａ」（1,4,5,7回目）
・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・ディープニューラルネットワーク（DNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・ニューラルネットワークの原理「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・再帰型ニューラルネットワーク（RNN）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「データサイエンス概論Ａ」（1,6回
目）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）

・AIの学習と推論「データサイエンス概論Ａ」（7回目）
・AIの社会実装「データサイエンス概論Ａ」（6回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,5回目）

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学基
礎（統計数理、線形代
数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するための
手段として「アルゴリズ
ム」、「データ表現」、「プ
ログラミング基礎」の概
念や知識の習得を目指
す。

・１変数関数の積分法「微分積分入門２」（1-4回目）「微分積分３」（1-6回目）
・１変数関数の微分法「微分積分入門１」（3-7回目）「微分積分１」（2-6回目）
・１変数関数の微分法、積分法「経営数学」（3,14回目）
・２変数関数の積分法「微分積分３」（7回目）「微分積分４」（1-7回目）
・２変数関数の微分法「微分積分入門２」（5-7回目）「微分積分１」（7回目）「微分積分２」（1-7回目）
・ベイズの定理「データサイエンス概論Ａ」（7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・ベクトルと行列「経営数学」（7,8回目）「線形代数入門１」（1回目）「線形代数１」（1,2回目）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積「線形代数入門１」（1回目）「線形代数１」（1,2回目）
・確率分布「経営統計」（5-9回目）
・確率分布、正規分布、独立同一分布「データサイエンス概論Ａ」（3,4回目）「 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ」
（4,51-8回目） 「総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）」（4回目）
・関数の傾きと微分の関係「微分積分入門１」（3,4回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定「経営統計」（12,13回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論Ａ」
（3回目）「 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）統計学Ｂ」（6,71-8回目）
・逆行列「線形代数入門１」（4-7回目）「線形代数２」（1-4回目）
・固有値「経営数学」（9回目）
・固有値と固有ベクトル「線形代数入門２」（2,3回目）「線形代数３」（1-7回目）「線形代数４」（1-7回目）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「線形代数入門１」（2,3回目）「線形代数１」（1,2回目）
・積分と面積の関係「微分積分入門２」（1-4回目）「微分積分３」（1-3回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「経営数学」（3回目）「微分積分入門１」（1,2回目）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「経営統計」（1,2回目）「 総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）統計学Ａ」
（1,2.31-8回目） 「総合科目Ⅱ（統計学基礎Ｂ）」（1,2,3回目）
・点推定と区間推定「データサイエンス概論Ａ」（3回目） 「総合科目Ⅱ（統計学基礎Ａ）」（6,7回目）「 総合科目Ⅱ（統計学
 基礎Ｂ）統計学Ｂ」（51-8回目）「経営統計」（11,13回目）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・計算量（オーダー）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）「データサイエンス
概論Ｂ」（2,3回目）
・音声の符号化、周波数、標本化、量子化「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・構造化データ、非構造化データ「データサイエンス概論Ｂ」（6,7回目）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・関数、引数、戻り値「 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習」（３回目）「データサイエンス概論Ａ」（2回
目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成 「データサイエンス・AI演習A」（４回目）「データサイエンス概論Ａ」（2
回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型「 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習」（1,2回目）「データサイエンス
概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「 データサイエンス・AI演習Aデータサイエンス基礎演習」（1,2回目）「データサイエン
ス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、及
び「深層学習の基礎と
展望」から構成される。

・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「データサイエン
ス概論Ａ」（1回目）
・データを活用した新しいビジネスモデル「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・データ駆動型社会、Society 5.0「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）「 データサ
 イエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）「 データサイエンス・AI演習Bデータサイ
エンスＰＢＬ演習」（1回目）
・分析目的に応じた適切な調査（標本調査、標本誤差）「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・分析目的の設定「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（2回
目）
 ・様々なデータ可視化手法「データサイエンス・AI演習A」（６回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）「 データサイエンス・AI演
 習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（3回目）
・様々なデータ分析手法（回帰）「経営統計」（3,4,14回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,4,5回目）「 データサイエンス・
 AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ソーシャルメディアデータ「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータ活用事例「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

授業に含まれている内容・要素 講義内容
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Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

(1) AIを実現する手段として「アルゴリズム」、「データ表現」、「プログラミング基礎」、「システム最適化」の概念や知識を習得する。
(2) AIの歴史、応用分野、研究やビジネスの現場でAIの構築から運用までの一連の流れを習得する。
(3) 機械学習・深層学習の学習方式と基礎理論を理解し、各種センサから取得された数値・時系列、画像、音声、テキストに対して、正しく前処理、特徴変換、分
類・予測を行うための各種手法を習得する。
(4) 課題解決における「課題発見と定式化」、「データ取得」、「データの取り扱い」、「モデル化」、「結果の可視化」、「検証、活用」と一連のステップを習得する。
(5) 各学部・各学科の専門科目において、各研究領域におけるデータサイエンス、データエンジニアリング、AIの基礎・応用・連携を学ぶ。

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理解
や認識の向上に資する
実践の場を通じた学習
体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論Ａ」
（3回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）

・データの収集、加工、分割/統合「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）「データサイエ
ンス概論Ｂ」（1,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）
・分析目的の設定「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（3
回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「 データサイエンス・AI演習BデータサイエンスＰＢＬ演習」（4
回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
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様式１－６

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

1 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

1 ○ ○ ○ ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 4 ○ ○ ○ ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 4 ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 2 ○ ○

1 ○ 2 ○

1 ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○

1 ○

2 ○ ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

神戸大学

神戸大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

理学部

データサイエンス概論Ｂ 数理統計１

線形代数入門１ 数理統計２

線形代数入門２ データサイエンス基礎演習

以下の各区分より必要な単位数を修得すること。（選択必修は学科ごとに異なる。）
【必修】 2単位
データサイエンス概論Ａ, データサイエンス概論Ｂ

数学科
【選択必修1】 2単位以上
線形代数１, 線形代数２, 線形代数３, 線形代数４, 微分積分１, 微分積分２, 微分積分３, 微分積分４, 数理統計１, 数理統計２
【選択必修2】 2単位以上
計算数学１・同演習, 計算数学２, データサイエンスPBL演習, 特別講義 （高度教養）日本総研Ｘ神戸大学ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ITと金融ﾋﾞｼﾞﾈｽの最前
線」

物理学科
【選択必修1】 2単位以上
線形代数１, 線形代数２, 線形代数３, 線形代数４, 微分積分１, 微分積分２, 微分積分３, 微分積分４, 物理実験学
【選択必修2】 2単位以上
物理学情報処理, データサイエンスPBL演習, 特別講義 （高度教養）日本総研Ｘ神戸大学ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ITと金融ﾋﾞｼﾞﾈｽの最前線」

化学科
【選択必修1】 2単位以上
線形代数１, 線形代数２, 線形代数３, 線形代数４, 微分積分１, 微分積分２, 微分積分３, 微分積分４, 化学熱力学Ⅳ
【選択必修2】 2単位以上
データサイエンス基礎演習, 計算機化学実験, データサイエンスPBL演習, 特別講義 （高度教養）日本総研Ｘ神戸大学ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ITと金融ﾋﾞｼﾞ
ﾈｽの最前線」

生物学科
【選択必修1】 2単位以上
線形代数入門１, 線形代数入門２, 線形代数１, 線形代数２, 微分積分入門１, 微分積分入門２, 微分積分１, 微分積分２, 生物学実験ⅠＡ, 生物学実験ⅠＢ
【選択必修2】 2単位以上
データサイエンス基礎演習, データサイエンスPBL演習, 特別講義 （高度教養）日本総研Ｘ神戸大学ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ITと金融ﾋﾞｼﾞﾈｽの最前線」

惑星学科
【選択必修1】 2単位以上
微分積分１, 微分積分２, 微分積分３, 微分積分４, 線形代数１, 線形代数２, 線形代数３, 線形代数４, 惑星学実験実習の基礎Ⅱ
【選択必修2】 2単位以上
惑星学実習Ｂ, データサイエンスPBL演習, 特別講義 （高度教養）日本総研Ｘ神戸大学ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ITと金融ﾋﾞｼﾞﾈｽの最前線」

※特別講義 （高度教養）日本総研Ｘ神戸大学ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ITと金融ﾋﾞｼﾞﾈｽの最前線」について、以下では「特別講義」と表記する。

6 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ 微分積分４

線形代数４ 物理学情報処理

微分積分入門１ 化学熱力学Ⅳ

微分積分入門２ 計算機化学実験

線形代数１ 計算数学１・同演習

線形代数２ 計算数学２

線形代数３ 物理実験学

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ 特別講義

データサイエンス概論Ｂ

微分積分１ 惑星学実験実習の基礎Ⅱ

微分積分２ 惑星学実習Ｂ

微分積分３

物理実験学

生物学実験ⅠA

生物学実験ⅠB

データサイエンス基礎演習

データサイエンスＰＢＬ演習

計算数学２

惑星学実験実習の基礎Ⅱ
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⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

1 ○

1

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

データサイエンス概論Ｂ

データサイエンスＰＢＬ演習

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

データサイエンス基礎演習 データエンジニアリング応用基礎

計算数学２ データサイエンス応用基礎

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・１変数関数の積分法「微分積分入門２」（1-4回目）、「微分積分３」（1-6回目）
・１変数関数の微分法「微分積分入門１」（3-7回目）、「微分積分１」（2-6回目）
・２変数関数の積分法「微分積分３」（7回目）、「微分積分４」（1-7回目）
・２変数関数の微分法「微分積分入門２」（5-7回目）、「微分積分１」（7回目）、「微分積分２」（1-7回目）
・ベイズの定理「データサイエンス概論Ａ」（7回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・ベクトルと行列「線形代数入門１」（1回目）、「線形代数１」（1,2回目）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積「線形代数入門１」（1回目）、「線形代数１」（1,2回目）
・確率分布「化学熱力学Ⅳ」（6回目）
・確率分布、正規分布、独立同⼀分布「計算数学２」（1,2回目）、「物理実験学」（2回目）、「数理統計１」（2-7回目）、
「データサイエンス概論Ａ」（3,.4回目）
・関数の傾きと微分の関係「微分積分入門１」（3,.4回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論
Ａ」（3回目）、「物理実験学」（3回目）、「惑星学実験実習の基礎Ⅱ」（1-7回目）、「数理統計２」（1-4回目）
・逆行列「線形代数入門１」（4-7回目）、「線形代数２」（1-4回目）
・固有値と固有ベクトル「計算数学１・同演習」（15回目）、「線形代数入門２」（2,3回目）、「線形代数３」（1-7回目）、「線
形代数４」（1-7回目）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「線形代数入門１」（2,3回目）、「線形代数１」（1,2回目）
・条件付き確率「数理統計１」（2回目）
・積分と面積の関係「微分積分入門２」（1-4回目）、「微分積分３」（1-3回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「微分積分入門１」（1,2回目）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「物理実験学」（1回目）、「数理統計１」（1回目）
・点推定と区間推定「計算数学２」（1,2回目）、「物理実験学」（3回目）、「惑星学実験実習の基礎Ⅱ」（1-7回目）、「数理
統計２」（1-4回目）、「データサイエンス概論Ａ」（3回目）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・計算量（オーダー）「計算数学１・同演習」（7回目）、「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「計算数学１・同演習」（10,11,12回目）、「データサイエ
ンス概論Ａ」（6回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・音声の符号化、周波数、標本化、量子化「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・構造化データ、非構造化データ「データサイエンス概論Ｂ」（6,7回目）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・関数、引数、戻り値「計算機化学実験」（4-5回目）、「計算数学１・同演習」（2回目）、「物理学情報処理」（4-9回目）、
「惑星学実験実習の基礎Ⅱ」（4-7回目）、「惑星学実習Ｂ」（1-8回目）、「データサイエンス概論Ａ」（2回目）、「データサ
イエンス概論Ｂ」（2,3回目）、「データサイエンス基礎演習」（3回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「計算機化学実験」（6-8回目）、「計算数学１・同演習」（4,5回目）、
「物理学情報処理」（4-9回目）、「惑星学実験実習の基礎Ⅱ」（4-7回目）、「惑星学実習Ｂ」（1-8回目）、「データサイエ
ンス概論Ａ」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型「計算機化学実験」（1-3回目）、「物理学情報処理」（4-9回目）、「データサイエンス
概論Ａ」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）、「データサイエンス基礎演習」（1,2回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「計算機化学実験」（1-3回目）、「計算数学１・同演習」（1回目）、「物理学情報処
理」（4-9回目）、「惑星学実験実習の基礎Ⅱ」（4-7回目）、「データサイエンス概論Ａ」（2回目）、「データサイエンス概論
Ｂ」（2,3回目）、「データサイエンス基礎演習」（1,2回目）
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1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

(1) AIを実現する手段として「アルゴリズム」、「データ表現」、「プログラミング基礎」、「システム最適化」の概念や知識を習得する。
(2) AIの歴史、応用分野、研究やビジネスの現場でAIの構築から運用までの一連の流れを習得する。
(3) 機械学習・深層学習の学習方式と基礎理論を理解し、各種センサから取得された数値・時系列、画像、音声、テキストに対して、正しく前処理、特徴変換、
分類・予測を行うための各種手法を習得する。
(4) 課題解決における「課題発見と定式化」、「データ取得」、「データの取り扱い」、「モデル化」、「結果の可視化」、「検証、活用」と一連のステップを習得す
る。
(5) 各学部・各学科の専門科目において、各研究領域におけるデータサイエンス、データエンジニアリング、AIの基礎・応用・連携を学ぶ。

・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・AI倫理、AIの社会的受容性「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

・ホールドアウト法、交差検証法「計算数学２」（9,10回目）、「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・過学習、バイアス「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・学習データと検証データ「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「データサイエンス概論Ａ」（1,4,5,7回目）
・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・ディープニューラルネットワーク（DNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・ニューラルネットワークの原理「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・再帰型ニューラルネットワーク（RNN）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「データサイエンス概論Ａ」（1,6回
目）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）

・AIの学習と推論「データサイエンス概論Ａ」（7回目）
・AIの社会実装「データサイエンス概論Ａ」（6回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,5回目）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論
Ａ」（3回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）
・分析目的の設定「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンスＰＢＬ演習」（3回目）「データサイエンス概
論Ａ」（1,4回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）「データサイエンス概
論Ａ」（1,3,.4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「データサイエン
ス概論Ａ」（1回目）
・データを活用した新しいビジネスモデル「特別講義」（3-7回目）、「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・データ駆動型社会、Society 5.0「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）、「デー
タサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「生物学実験ⅠA」（1-8回目）、「生物学実験ⅠB」（1-8回目）、「特別講義」
（1,2回目）、「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）、「データサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）
・分析目的に応じた適切な調査（標本調査、標本誤差）「生物学実験ⅠA」（1-8回目）、「生物学実験ⅠB」（1-8回目）、
「計算数学２」（3,.4回目）、「物理実験学」（7回目）、「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・分析目的の設定「生物学実験ⅠA」（1-8回目）、「生物学実験ⅠB」（1-8回目）、「特別講義」（1,2回目）、「データサイ
エンス概論Ａ」（1,3回目）、「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）、「データサイエンスＰ
ＢＬ演習」（3回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「惑星学実験実習の基礎Ⅱ」（8回目）、「データサイエンス
概論Ａ」（1,3,.4,5回目）、「データサイエンス基礎演習」（7回目）、「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ソーシャルメディアデータ「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（5回
目）
・ビッグデータ活用事例「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
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様式１－７

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位※ 履修必須の有無

※医学科10、医療創成工学科6，保健学科6

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

1 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

1 ○ ○ ○ ○ 2  ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1  ○  ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○

1 ○

2  ○  ○

1 ○

1 ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

1 ○

1

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

以下の各区分より必要な単位数を修得すること。（選択必修は学科ごとに異なる。）
【必修】 2単位
データサイエンス概論Ａ, データサイエンス概論Ｂ

医学科
【選択必修1】 6単位
微分積分１, 微分積分２, 微分積分３, 微分積分４, 生物統計学
【選択必修2】 2単位 以上
データサイエンス基礎演習, データサイエンスPBL演習 , 情報科学

医療創成工学科
【選択必修1】2単位以上
基礎数学Ⅰ、基礎数学Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ、応用数学Ⅲ、応用数学Ⅳ
【選択必修2】2単位以上
データサイエンス基礎演習、データサイエンスPBL演習、医療機器プログラム概論、医療機器用プログラミング実習

保健学科
【選択必修1】 2単位以上
線形代数入門１, 線形代数入門２, 微分積分入門１, 微分積分入門２, 統計学
【選択必修2】 2単位以上
データサイエンス基礎演習,  医療システム論, 医療情報処理学, 看護情報学, データサイエンスPBL演習

6 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ 生物統計学

神戸大学

神戸大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

医学部

微分積分入門１ 基礎数学Ⅰ

微分積分入門２ 基礎数学Ⅱ

微分積分４ 医療機器用プログラミング実習

データサイエンス概論Ｂ  情報科学

線形代数入門１ 統計学

線形代数入門２  医療システム論

微分積分３ 医療機器プログラム概論

微分積分２ 応用数学Ⅱ

微分積分１ 応用数学Ⅰ

データサイエンス概論Ｂ

データサイエンス基礎演習

データサイエンスＰＢＬ演習

データサイエンス基礎演習

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

授業科目 授業科目

 情報科学

医療情報処理学

看護情報学

データサイエンス概論Ａ

データサイエンス概論Ｂ

データサイエンスＰＢＬ演習

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

データサイエンス基礎演習 データエンジニアリング応用基礎
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⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」の
概念や知識の習得を目
指す。

・１変数関数の積分法「微分積分入門２」（1-4回目）、「微分積分３」（1-6回目）、「基礎数学Ⅰ」（2-5回目）、「応用数学
Ⅰ」（4,5回目）、「応用数学Ⅱ」（5回目）
・１変数関数の微分法「微分積分入門１」（3-7回目）、「微分積分１」（2-6回目）、「基礎数学Ⅰ」（2-5回目）、「応用数学
Ⅰ」（4,5回目）、「応用数学Ⅱ」（5回目）
 ・１変数関数の微分法、積分法「医療システム論」（7回目）
・２変数関数の積分法「微分積分３」（7回目）、「微分積分４」（1-7回目）、「基礎数学Ⅰ」（6,7回目）、「応用数学Ⅰ」（1-3
回目）、「応用数学Ⅱ」（4-7回目）
・２変数関数の微分法「微分積分入門２」（5-7回目）、「微分積分１」（7回目）、「微分積分２」（1-7回目）、「基礎数学Ⅰ」
（6,7回目）、「応用数学Ⅰ」（1-3回目）、「応用数学Ⅱ」（4-7回目）
・ベイズの定理「データサイエンス概論Ａ」（7回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・ベクトルと行列「線形代数入門１」（1回目）、「基礎数学Ⅱ」（1,2,8回目）、「応用数学Ⅰ」（6,7回目）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積「線形代数入門１」（1回目）、「基礎数学Ⅱ」（1,2回目）、「応用数学
Ⅱ」（1回目）
・確率分布「生物統計学」（1,3,5,7,10回目）
・確率分布、正規分布、独立同一分布「データサイエンス概論Ａ」（3,.4回目）

・関数の傾きと微分の関係「微分積分入門１」（3,.4回目）、「基礎数学Ⅰ」（2,3,5回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論Ａ」
（3回目）
・逆行列「線形代数入門１」（4-7回目）、「基礎数学Ⅱ」（6,7回目）
・検定「統計学」（4,11回目）
・固有値と固有ベクトル「線形代数入門２」（2,3回目）、「応用数学Ⅰ」（6,7回目）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「線形代数入門１」（2,3回目）、「基礎数学Ⅱ」（1,2回目）
・積分と面積の関係「微分積分入門２」（1-4回目）、「微分積分３」（1-3回目）
・相関「統計学」（6,7回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「微分積分入門１」（1,2回目）、「基礎数学Ⅰ」（1回目）
・点推定と区間推定「生物統計学」（16,19回目）、「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・平均値「生物統計学」（13回目）
・平均値、分散、標準偏差「統計学」（2,3,5回目）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・計算量（オーダー）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）、「データサイエンス
概論Ｂ」（2,3回目）
 ・コンピュータで扱うデータ（文章）「情報科学」（9-12回目）
・音声の符号化、周波数、標本化、量子化 「医療システム論」（9回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・構造化データ、非構造化データ「データサイエンス概論Ｂ」（6,7回目）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・関数、引数、戻り値「データサイエンス概論Ａ」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）、「データサイエンス基
礎演習」（3回目）、「医療機器プログラム概論」（4,5回目）、「医療機器用プログラミング実習」（7,9回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「データサイエンス概論Ａ」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3
回目）、「医療機器プログラム概論」（2,3回目）、「医療機器用プログラミング実習」（3,5回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型「データサイエンス概論Ａ」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）、「データサ
イエンス基礎演習」（1,2回目）、「医療機器プログラム概論」（6回目）、「医療機器用プログラミング実習」（10回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「データサイエンス概論Ａ」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）、「データ
サイエンス基礎演習」（1,2回目）、「医療機器プログラム概論」（1回目）、「医療機器用プログラミング実習」（3回目）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理解
や認識の向上に資する
実践の場を通じた学習
体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論Ａ」
（3回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）
・分析目的の設定「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンスＰＢＬ演習」（3回目）「データサイエンス概
論Ａ」（1,4回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）「データサイエンス概
論Ａ」（1,3,.4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

(1) AIを実現する手段として「アルゴリズム」、「データ表現」、「プログラミング基礎」、「システム最適化」の概念や知識を習得する。
(2) AIの歴史、応用分野、研究やビジネスの現場でAIの構築から運用までの一連の流れを習得する。
(3) 機械学習・深層学習の学習方式と基礎理論を理解し、各種センサから取得された数値・時系列、画像、音声、テキストに対して、正しく前処理、特徴変
換、分類・予測を行うための各種手法を習得する。
(4) 課題解決における「課題発見と定式化」、「データ取得」、「データの取り扱い」、「モデル化」、「結果の可視化」、「検証、活用」と一連のステップを習得す
る。
(5) 各学部・各学科の専門科目において、各研究領域におけるデータサイエンス、データエンジニアリング、AIの基礎・応用・連携を学ぶ。

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、及
び「深層学習の基礎と
展望」から構成される。

・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「データサイエン
ス概論Ａ」（1回目）
・データを活用した新しいビジネスモデル「医療情報処理学」（2-5,7回目）、「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・データ駆動型社会「看護情報学」（6回目）
・データ駆動型社会、Society 5.0「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）、「データ
サイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）、「データサイエンスＰＢＬ演習」（1回
目）
・分析目的に応じた適切な調査（標本調査、標本誤差）「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・分析目的の設定「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）、「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）、「データサイエンスＰＢ
Ｌ演習」（3回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,.4,5回目）、「データサイエン
ス基礎演習」（7回目）、「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ソーシャルメディアデータ「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス 「情報科学」（19-21, 25-27回目）、「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、
「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータ活用事例「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・人の行動ログデータ「看護情報学」（7回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・AI倫理、AIの社会的受容性「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「看護情報学」（5回目）、 「情報科学」（28-30回目）、「データサイエンス概論
Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

・ホールドアウト法、交差検証法「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・過学習、バイアス「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・学習データと検証データ「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「データサイエンス概論Ａ」（1,4,5,7回目）
・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・ディープニューラルネットワーク（DNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・ニューラルネットワークの原理「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・再帰型ニューラルネットワーク（RNN）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「データサイエンス概論Ａ」（1,6回
目）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）

・AIの学習と推論「データサイエンス概論Ａ」（7回目）
・AIの社会実装「データサイエンス概論Ａ」（6回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,5回目）
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様式１－８

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位※ 履修必須の有無

※建築学科6、市民工学科10、電気電子工学科13、機械工学科10、応用化学科12 、情報知能工学科14

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

1 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

1 ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○

2 ○ ○ 2 ○

1 ○ 1 ○ ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 2 ○ ○

1 ○ 2 ○ ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 0.5 ○

1 ○ 0.5 ○

1 ○ 1  ○

1 ○ 1  ○

1 ○ 1 ○

2 ○ 1 ○

2 ○ 0.5 ○

2 ○ 1.5  ○

2 ○ 2  ○

神戸大学

神戸大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

工学部

データサイエンス概論Ｂ 数値計算I

データエンジニアリング 数値計算II

線形代数１ プログラミング演習Ⅰ

以下の各区分より必要な単位数を修得すること。（選択必修は学科ごとに異なる。）
【必修】 2単位
データサイエンス概論Ａ, データサイエンス概論Ｂ
（電気電子工学科のみ、データエンジニアリング を加えた4単位を必修とする）

建築学科
【選択必修1】 2単位以上
微分積分１, 微分積分２, 微分積分３, 微分積分４, 線形代数１, 線形代数２, 線形代数３, 線形代数４, 数理統計１, 数理統計２, 常微分方程式論, 複素関数論, フーリエ解析, ベク
トル解析
【選択必修2】 2単位
データサイエンス基礎演習, データサイエンスPBL演習

市民工学科
【選択必修1】 4単位以上
線形代数１, 線形代数２, 線形代数３, 線形代数４, 複素関数論, 常微分方程式論, フーリエ解析, ベクトル解析, 市民工学のための確率・統計学
【選択必修2】 4単位以上
データサイエンスPBL演習, 数値計算Ⅰ, 数値計算Ⅱ

電気電子工学科
【選択必修1】 2単位以上
線形代数１, 線形代数２, 線形代数３, 線形代数４
【選択必修2】 2単位以上
微分積分１, 微分積分２, 微分積分３, 微分積分４
【選択必修3】 1単位以上
数理統計１, 数理統計２
【選択必修4】 2単位以上
データサイエンス基礎演習、データサイエンスPBL演習, プログラミング演習Ⅰ, プログラミング演習Ⅱ
【選択必修5】 2単位以上
データ構造とアルゴリズムⅠ, データ構造とアルゴリズムⅡ, 計算機工学Ⅱ, 情報伝送Ⅱ

機械工学科
【選択必修1】 5単位以上
微分積分１, 微分積分２, 線形代数１, 線形代数２, 数理統計１, 数理統計２
【選択必修2】 3単位以上
データサイエンスPBL演習, プログラミング演習I, プログラミング演習II, プログラミング演習III"

応用化学科
【選択必修1】 8単位以上
線形代数１, 線形代数２, 線形代数３, 線形代数４, 微分積分１, 微分積分２, 微分積分３, 微分積分４, 数学演習１, 数学演習２,  物理化学実験A, 化学工学実験A, 物理化学実験Ｂ
物質化学実験A
【選択必修2】 2単位以上
データサイエンス基礎演習, データサイエンスPBL演習, プロセス工学, プロセスシステム工学, プロセス工学演習,  移動現象・プロセス工学実験

 情報知能工学科
 【選択必修1】 10単位
 微分積分１, 微分積分２, 微分積分３, 微分積分４, 線形代数１, 線形代数２, 線形代数３, 線形代数４, 確率と統計
 【選択必修2】 2単位以上
 データサイエンスPBL演習, プログラミング演習Ⅰ, プログラミング演習Ⅱ

6 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ 市民工学のための確率・統計学

微分積分１ データ構造とアルゴリズムⅡ

微分積分２ 計算機工学Ⅱ

微分積分３ 数学演習１

線形代数２ プログラミング演習Ⅱ

線形代数３ プログラミング演習Ⅲ

線形代数４ データ構造とアルゴリズムI

データサイエンス基礎演習 プロセス工学

常微分方程式論 プロセスシステム工学

複素関数論 プロセス工学演習

微分積分４ 数学演習２

数理統計１  物理化学実験A

数理統計２  物理化学実験B

フーリエ解析  移動現象・プロセス工学実験

ベクトル解析  確率と統計



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5 ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○

1 ○

1 ○

2 ○

2 ○

2 ○

1.5 ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

1 ○

1

1.5

1.5

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

データサイエンス概論Ａ 物質化学実験A

データサイエンス概論Ｂ

データエンジニアリング

授業科目 授業科目

数値計算I

情報伝送Ⅱ

化学工学実験A

データサイエンス基礎演習

データサイエンスＰＢＬ演習

市民工学のための確率・統計学

データサイエンスＰＢＬ演習

化学工学実験A

物質化学実験A

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

データサイエンス概論Ｂ

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

データサイエンス基礎演習 データエンジニアリング応用基礎

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学基
礎（統計数理、線形代
数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するための
手段として「アルゴリズ
ム」、「データ表現」、「プ
ログラミング基礎」の概
念や知識の習得を目指
す。

・１変数関数の積分法「微分積分３」（1-6回目）
・１変数関数の微分法「微分積分１」（2-6回目）
・１変数関数の微分法、積分法「数値計算II」（3回目）、「プログラミング演習Ⅲ」（4,6回目）、「プロセス工学」（2-7回目）、「プロセスシステム工学」（2-4回目）、「プロセス
工学演習」（2-6回目） 、「物理化学実験A」（7-8回目）、「移動現象・プロセス工学実験」（3-4回目）、 「物理化学実験B」（7-8回目）、「フーリエ解析」（1-14回目）
・２変数関数の積分法「微分積分３」（7回目）、「微分積分４」（1-7回目）
・２変数関数の微分法「微分積分１」（7回目）、「微分積分２」（1-7回目）
・２変数関数の微分法、積分法 「移動現象・プロセス工学実験」（1-2回目）、「フーリエ解析」（11-12回目）
・ベイズの定理「データサイエンス概論Ａ」（7回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・ベクトル「ベクトル解析」（2回目）、「ベクトル解析」（5,6回目）
・ベクトルと行列「数値計算II」（1回目）、「線形代数１」（1,2回目）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積「線形代数１」（1,2回目）
 ・仮説、検定「確率と統計」（12,13回目）
・確率分布「市民工学のための確率・統計学」（2,5回目）
 ・確率分布、正規分布「確率と統計」（1-9回目）

・確率分布、正規分布、独立同一分布「数理統計１」（2-7回目）、「データサイエンス概論Ａ」（3,.4回目）

・関数「数学演習１」（4回目）、「数学演習２」（1回目）、「複素関数論」（1-4回目）
・関数、積分「複素関数論」（5-9回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論Ａ」（3回目）、「数理統計２」（1-4回目）
・逆行列「線形代数２」（1-4回目）
 ・区間推定「確率と統計」（10,11回目）
・検定「市民工学のための確率・統計学」（8-12回目）
・固有値と固有ベクトル「線形代数３」（1-7回目）、「線形代数４」（1-7回目）
・行列「数値計算I」（12-14回目）、「数学演習１」（1-3,5-7回目）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「数値計算II」（1回目）、「線形代数１」（1,2回目）
・条件付き確率「数理統計１」（2回目）
・積分「ベクトル解析」（4回目）
・積分と面積の関係「微分積分３」（1-3回目）
・相関「市民工学のための確率・統計学」（4回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「数値計算II」（2回目）、「プロセス工学演習」（2-6回目）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「数理統計１」（1回目）
・点推定と区間推定「数理統計２」（1-4回目）、「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・微分「常微分方程式論」（1-5回目）

・アルゴリズム「計算機工学Ⅱ」（3回目）、「データ構造とアルゴリズムI」（1-4回目）
・アルゴリズム、リスト「データ構造とアルゴリズムⅡ」（2-7回目）
・アルゴリズムの表現（フローチャート）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・ソート「データ構造とアルゴリズムI」（9回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート「データ構造とアルゴリズムI」（10-12回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・計算量「数値計算I」（5回目）
・計算量（オーダー）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・探索アルゴリズム「データ構造とアルゴリズムI」（13-15回目）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データエンジニアリング」（2回目）、「データサイエンス概論Ａ」（6回
目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・音声の符号化、周波数、標本化、量子化「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・構造「データ構造とアルゴリズムI」（5-8回目）、「データ構造とアルゴリズムⅡ」（1回目）、「プログラミング演習Ⅱ」（11回目）
・構造化データ、非構造化データ「データエンジニアリング」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（6,7回目）
・情報量の単位（ビット、バイト）、⼆進数、文字コード「データエンジニアリング」（2回目）
・配列「プログラミング演習Ⅰ」（11-12回目）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「データエンジニアリング」（2回目）、「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・関数「プログラミング演習Ⅰ」（13-14回目）
・関数、引数、戻り値「データサイエンス概論Ａ」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）、「データサイエンス基礎演習」（3回
目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「データサイエンス概論Ａ」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・浮動小数点型「数値計算I」（5回目）
・分岐「プログラミング演習Ⅰ」（5-9回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型「データサイエンス概論Ａ」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）、「データサイエンス基礎
演習」（1,2回目）
・変数、四則演算「数値計算I」（4回目）、「プログラミング演習Ⅰ」（4回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「データサイエンス概論Ａ」（2回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）、「データサイエンス基
礎演習」（1,2回目）
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1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

(1) AIを実現する手段として「アルゴリズム」、「データ表現」、「プログラミング基礎」、「システム最適化」の概念や知識を習得する。
(2) AIの歴史、応用分野、研究やビジネスの現場でAIの構築から運用までの一連の流れを習得する。
(3) 機械学習・深層学習の学習方式と基礎理論を理解し、各種センサから取得された数値・時系列、画像、音声、テキストに対して、正しく前処理、特徴変換、分
類・予測を行うための各種手法を習得する。
(4) 課題解決における「課題発見と定式化」、「データ取得」、「データの取り扱い」、「モデル化」、「結果の可視化」、「検証、活用」と一連のステップを習得する。
(5) 各学部・各学科の専門科目において、各研究領域におけるデータサイエンス、データエンジニアリング、AIの基礎・応用・連携を学ぶ。

・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・AI倫理、AIの社会的受容性「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

・ホールドアウト法、交差検証法「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・過学習、バイアス「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・学習データと検証データ「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「データサイエンス概論Ａ」（1,4,5,7回目）
・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・ディープニューラルネットワーク（DNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・ニューラルネットワークの原理「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・再帰型ニューラルネットワーク（RNN）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「データサイエンス概論Ａ」（1,6回目）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）

・AIの学習と推論「データサイエンス概論Ａ」（7回目）
・AIの社会実装「データサイエンス概論Ａ」（6回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（2,5回目）
・実行環境「数値計算I」（3回目）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理解
や認識の向上に資する
実践の場を通じた学習
体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）、「化学工学実験
A」、「物質化学実験A」
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）、「化学工学実験A」、「物質化学実験A」
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）
・分析目的の設定「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）、「化学工学実験A」、「物質化学実験A」
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンスＰＢＬ演習」（3回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回
目）、「化学工学実験A」、「物質化学実験A」
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,.4,5
回目）、「化学工学実験A」、「物質化学実験A」
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、及
び「深層学習の基礎と
展望」から構成される。

・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「データサイエンス概論Ａ」（1回
目）
・データを活用した新しいビジネスモデル「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・データ駆動型社会、Society 5.0「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）、「データサイエンスＰＢ
Ｌ演習」（5,6,7回目）、「化学工学実験A」、「物質化学実験A」
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）、「データサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）、「化学工学
実験A」、「物質化学実験A」
・回帰「市民工学のための確率・統計学」（13-15回目）
・分析目的に応じた適切な調査（標本調査、標本誤差）「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・分析目的の設定「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）、「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）、「化学工学実験A」、「物質化学実験
A」
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）、「データサイエンスＰＢＬ演習」（3回
目）、「化学工学実験A」、「物質化学実験A」
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,.4,5回目）、「データサイエンス基礎演習」（7
回目）、「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）、「化学工学実験A」、「物質化学実験A」

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「データエンジニアリング」（1回目）、「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエン
ス概論Ｂ」（5回目）
・ソーシャルメディアデータ「データエンジニアリング」（3回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「データエンジニアリング」（1回目）、「データサイエンス概論Ａ」（1回目）、「データサイエ
ンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータ活用事例「データエンジニアリング」（1回目）、「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・情報通信「情報伝送Ⅱ」（6回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データエンジニアリング」（3回目）、「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
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様式１－９

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

1 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

1 ○ ○ ○ ○ 1

1 ○ 2 ○

1 ○ 2  ○

1 ○ 2 ○ ○

1 ○ 2 ○

1 ○ 2 ○ ○

1 ○ 3 ○ ○ ○

1 ○ 1

1 ○ 1

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○ ○

1 ○ 4 ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1

1 ○ 1

1 ○ 1 ○

2 ○ 4 ○

2  ○

2 ○

2 ○

応用動物データサイエンス演習 2 ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

1 ○

1

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

微分積分３

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

データサイエンス基礎演習 データエンジニアリング応用基礎

データサイエンス概論Ａ

データサイエンス概論Ｂ

データサイエンスＰＢＬ演習

数値解析

食料情報学

授業科目 授業科目

応用生命化学実験Ⅱ実験統計学

 プログラミング

データサイエンス概論Ｂ

応用植物学専門実験 II

データサイエンス基礎演習 プログラミング２

データサイエンスＰＢＬ演習 情報科学1

数理統計１ 応用機能生物学実験Ⅰ

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

プログラミング１

データサイエンス概論Ａ

微分積分入門２

応用動物データサイエンス演習

微分積分１

応用植物学専門実験 II

微分積分２

プログラミング１

プログラミング２

情報科学1

線形代数３

微分積分４ 情報科学2

神戸大学

神戸大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

農学部

データサイエンス概論Ｂ

数理統計２

線形代数１

データサイエンス基礎演習

 プログラミング

線形代数４

数値解析

微分積分入門１

食料情報学

線形代数２

実験統計学

以下の各区分より必要な単位数を修得すること。

【必修】 2単位
データサイエンス概論Ａ, データサイエンス概論Ｂ
【選択必修1】 2単位以上
線形代数１, 線形代数２, 線形代数３, 線形代数４, 微分積分入門１, 微分積分入門２, 微分積分１, 微分積分２, 微分積分３, 微分積分４, 数理統計１, 数理統計
２、情報科学1、情報科学2
【選択必修2】 2単位以上
データサイエンス基礎演習, データサイエンスPBL演習, 実験統計学,  プログラミングプログラミング１, プログラミング２, 数値解析, 食料情報学, 応用動物デー
タサイエンス演習, 応用植物学専門実験Ⅱ、応用生命化学実験Ⅱ、応用機能生物学実験Ⅰ

6 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目 授業科目
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⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・１変数関数の積分法「微分積分入門２」（1-4回目）「微分積分３」（1-6回目）
・１変数関数の微分法「微分積分入門１」（3-7回目）「微分積分１」（2-6回目）
・１変数関数の微分法、積分法「数値解析」（12-14回目）
・２変数関数の積分法「微分積分３」（7回目）「微分積分４」（1-7回目）
・２変数関数の微分法「数値解析」（9回目）「応用動物データサイエンス演習」（7回目）「食料情報学」（13回目）「微分積分入門２」
（5-7回目）「微分積分１」（7回目）「微分積分２」（1-7回目）
・ベイズの定理「データサイエンス概論Ａ」（7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・ベクトルと行列「数値解析」（11回目）「線形代数１」（1,2回目）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積「線形代数１」（1,2回目）
・確率分布、正規分布「実験統計学」（5-6回目）
・確率分布、正規分布、独立同一分布「応用動物データサイエンス演習」（3回目）「食料情報学」（6-8回目）「数理統計１」（2-7回
目）「データサイエンス概論Ａ」（3,4回目）
・関数の傾きと微分の関係「微分積分入門１」（3,4回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「実験統計学」（7-10回目）「応用動物
データサイエンス演習」（4-6回目）「食料情報学」（9-12回目）「応用植物学専門実験 II」（11-12回目）「数理統計２」（1-4回目）「デー
タサイエンス概論Ａ」（3回目）、「応用機能生物学実験Ⅰ」（7回目）
・逆行列「線形代数２」（1-4回目）
・固有値と固有ベクトル「線形代数３」（1-7回目）「線形代数４」（1-7回目）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「数値解析」（3回目）「線形代数１」（1,2回目）
・条件付き確率「数理統計１」（2回目）
・積分と面積の関係「微分積分入門２」（1-4回目）「微分積分３」（1-3回目）
・相関係数「応用植物学専門実験 II」（10回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「応用動物データサイエンス演習」（7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・多項式関数「数値解析」（5-7回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「微分積分入門１」（1,2回目）
・代表値（平均値）、分散、標準偏差「実験統計学」（3回目）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「応用動物データサイエンス演習」（2-3,10回目）「食料情報学」（3-5回目）「応
用植物学専門実験 II」（8-9回目）「数理統計１」（1回目）
・点推定と区間推定「応用動物データサイエンス演習」（4回目）「食料情報学」（8回目）「数理統計２」（1-4回目）「データサイエンス
概論Ａ」（3回目）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「情報科学２」（1回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「情報科学２」（4回目）
・計算量（オーダー）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「情報科学２」（1回目）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「情報科学２」（4回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）「データサイエンス
概論Ｂ」（2,3回目）
・情報量の単位（ビット、バイト）、二進数、文字コード「情報科学１」（2,3回目）
・音声の符号化、周波数、標本化、量子化「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・画像の符号化「応用植物学専門実験 II」（6回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・構造化データ、非構造化データ「データサイエンス概論Ｂ」（6,7回目）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「情報科学２」（7回目）

・関数「応用植物学専門実験 II」（10回目）
・関数、引数、戻り値 「プログラミング」（6-7回目）「応用動物データサイエンス演習」（10回目）「データサイエンス概論
Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）「データサイエンス基礎演習」（3回目）、「プログラミング１」（5回目）、
「プログラミング２」（4,5回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成 「プログラミング」（3-4回目）「数値解析」（4回目）「応用動物データ
サイエンス演習」（11-12回目）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）、「プログラミン
グ１」（2,6,7回目）、「プログラミング２」（2,3回目）
 ・文字型「プログラミング」（5回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）「データサイ
エンス基礎演習」（1,2回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「プログラミング」（2回目）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概
論Ｂ」（2,3回目）「データサイエンス基礎演習」（1,2回目）、「プログラミング１」（1回目）
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1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

・ホールドアウト法、交差検証法「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・過学習、バイアス「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・学習データと検証データ「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・機械学習「応用動物データサイエンス演習」（14-15回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「データサイエンス概論Ａ」（1,4,5,7回目）
・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・ディープニューラルネットワーク（DNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・ニューラルネットワークの原理「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・再帰型ニューラルネットワーク（RNN）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「データサイエンス概論Ａ」（1,6回
目）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）

・AIの学習と推論「データサイエンス概論Ａ」（7回目）
・AIの社会実装「データサイエンス概論Ａ」（6回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,5回目）

・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「データサイエン
ス概論Ａ」（1回目）
・データを活用した新しいビジネスモデル「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・データ駆動型社会、Society 5.0「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・データの収集、加工、分割/統合「プログラミング」（14-15回目）「応用植物学専門実験 II」（13回目）「応用動物データ
サイエンス演習」（9回目）「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）「データサイエンス
ＰＢＬ演習」（5,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「応用植物学専門実験 II」（2,4回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）
「データサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）
・実験計画法「実験統計学」（11回目）
・実験計画法「応用植物学専門実験 II」（3,5回目）
・分析目的に応じた適切な調査（標本調査、標本誤差）「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・分析目的の設定「応用植物学専門実験 II」（2回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）「データサイエンスＰＢＬ演
習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「プログラミング」（9-13回目）「食料情報学」（3-4回目）「応
用植物学専門実験 II」（10回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）「データサイエンスＰＢＬ演習」（3回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「数値解析」（9-10回目）「実験統計学」（13-14回目）「応用
動物データサイエンス演習」（7回目）「食料情報学」（13-14回目）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,4,5回目）「データサイ
エンス基礎演習」（7回目）「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）「情
報科学」（7回目）
・ソーシャルメディアデータ「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（5回
目）、「応用生命科学実験Ⅱ」（6,9回目）
・ビッグデータ活用事例「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・AI倫理、AIの社会的受容性「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
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Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論
Ａ」（3回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）
・分析目的の設定「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンスＰＢＬ演習」（3回目）「データサイエンス概
論Ａ」（1,4回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）「データサイエンス概
論Ａ」（1,3,4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

(1) AIを実現する手段として「アルゴリズム」、「データ表現」、「プログラミング基礎」、「システム最適化」の概念や知識を習得する。
(2) AIの歴史、応用分野、研究やビジネスの現場でAIの構築から運用までの一連の流れを習得する。
(3) 機械学習・深層学習の学習方式と基礎理論を理解し、各種センサから取得された数値・時系列、画像、音声、テキストに対して、正しく前処理、特徴変換、
分類・予測を行うための各種手法を習得する。
(4) 課題解決における「課題発見と定式化」、「データ取得」、「データの取り扱い」、「モデル化」、「結果の可視化」、「検証、活用」と一連のステップを習得す
る。
(5) 各学部・各学科の専門科目において、各研究領域におけるデータサイエンス、データエンジニアリング、AIの基礎・応用・連携を学ぶ。

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。
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様式１－１０

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

1 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

1 ○ ○ ○ ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○

1 ○ 1 ○ ○

1 ○ 1 ○ ○

1 ○ 1 ○

1 ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○

1 ○

1 ○

1 ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

1 ○

1

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

データサイエンスＰＢＬ演習

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

データサイエンス概論Ｂ

プログラミング－２

多変量解析２

多変量解析３

データサイエンス概論Ａ

データサイエンス概論Ｂ

データサイエンスＰＢＬ演習

応用数学２－２

プログラミング－１

応用数学３－２

授業科目 授業科目

応用数学３－１

アルゴリズム－１

アルゴリズム－２

神戸大学

神戸大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

海洋政策科学部

応用数学１－１

応用数学１－２

応用数学２－１

データサイエンス概論Ｂ

数理統計１

数理統計２

以下の各区分より必要な単位数を修得すること。

【必修】 2単位
データサイエンス概論Ａ, データサイエンス概論Ｂ
【選択必修1】 2単位以上
数理統計１, 数理統計２, 応用数学１－１, 応用数学１－２, 応用数学２－１, 応用数学２－２, 応用数学３－１, 応用数学３－２, 応用数学４－１, 応
用数学４－２, 多変量解析１－１, 多変量解析１－２, 多変量解析２, 多変量解析３
【選択必修2】 2単位以上
データサイエンスPBL演習,プログラミング－１,プログラミング－２,アルゴリズム－１,アルゴリズム－２

6 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ 応用数学４－１

多変量解析３

多変量解析２

多変量解析１－２

多変量解析１－１

応用数学４－２
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⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・AI倫理、AIの社会的受容性「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

・ホールドアウト法、交差検証法「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・過学習、バイアス「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・学習データと検証データ「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・機械学習「プログラミング－２」（7回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「データサイエンス概論Ａ」（1,4,5,7回目）
・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・ディープニューラルネットワーク（DNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・ニューラルネットワークの原理「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・再帰型ニューラルネットワーク（RNN）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「データサイエンス概論Ａ」（1,6回目）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）

・AIの学習と推論「データサイエンス概論Ａ」（7回目）
・AIの社会実装「データサイエンス概論Ａ」（6回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,5回目）

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学基
礎（統計数理、線形代
数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」の
概念や知識の習得を目
指す。

・１変数関数の微分法、積分法「応用数学１－１」（1-6回目）「応用数学１－２」（1-7回目）「応用数学２－１」（1-7回目）
「応用数学２－２」（1-7回目）「応用数学３－１」（1-6回目）「応用数学３－２」（1-6回目）「応用数学４－２」（2-7回目）
・２変数関数の微分法「応用数学２－１」（5-7回目）「応用数学２－２」（3回目）
・２変数関数の微分法、積分法「応用数学１－１」（7回目）「応用数学３－１」（4-6回目）「応用数学３－２」（4-6回目）「応
用数学４－１」（3-7回目）「応用数学４－２」（2-7回目）
・ベイズの定理「データサイエンス概論Ａ」（7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・ベクトルと行列「応用数学４－１」（1-7回目）「応用数学４－２」（1-7回目）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積「応用数学４－１」（1-7回目）「応用数学４－２」（1-7回目）
・確率分布、正規分布、独立同一分布「数理統計１」（2-7回目）「データサイエンス概論Ａ」（3,4回目）「多変量解析１－１」
（1-2回目）「多変量解析１－２」（1-2回目）
・関数の傾きと微分の関係「応用数学４－１」（5-7回目）
・関数の傾きと微分の関係、積分と面積の関係「応用数学４－２」（2-7回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「数理統計２」（1-4回目）
「データサイエンス概論Ａ」（3回目）「多変量解析１－１」（6回目）「多変量解析１－２」（6回目）「多変量解析２」（3回目）
「多変量解析３」（5回目）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「応用数学４－１」（1-7回目）「応用数学４－２」（1-7回目）
・条件付き確率「数理統計１」（2回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「数理統計１」（1回目）
・点推定と区間推定「数理統計２」（1-4回目）「データサイエンス概論Ａ」（3回目）「多変量解析１－１」（3-5回目）「多変量
解析１－２」（3-5回目）「多変量解析２」（1-2, 4回目）「多変量解析３」（3-4,6回目）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「アルゴリズム－２」（1-3
回目）
・計算量（オーダー）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「アルゴリズム－１」（6回目）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「プログラミング－１」（4回目）「アルゴリズム
－１」（1-5回目）「アルゴリズム－２」（4-7回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「アルゴリズム－２」（1-7回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）「データサイエンス概
論Ｂ」（2,3回目）
・音声の符号化、周波数、標本化、量子化「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・構造化データ、非構造化データ「データサイエンス概論Ｂ」（6,7回目）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「アルゴリズム－１」（1-5回目）

・関数、引数、戻り値「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）「プログラミング－１」（3,7回
目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回
目）「プログラミング－１」（2回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）「プログラミン
グ－１」（3回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、及
び「深層学習の基礎と
展望」から構成される。

・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「データサイエンス
概論Ａ」（1回目）
・データを活用した新しいビジネスモデル「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・データ駆動型社会、Society 5.0「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）「データサイ
エンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）「データサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）
・分析目的に応じた適切な調査（標本調査、標本誤差）「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・分析目的の設定「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）「データサイエンスＰＢＬ
演習」（3回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,4,5回目）「データサイエンスＰ
ＢＬ演習」（4回目）「多変量解析２」（1-6回目）「多変量解析３」（1-6回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ソーシャルメディアデータ「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータ活用事例「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

授業に含まれている内容・要素 講義内容
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Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

(1) AIを実現する手段として「アルゴリズム」、「データ表現」、「プログラミング基礎」、「システム最適化」の概念や知識を習得する。
(2) AIの歴史、応用分野、研究やビジネスの現場でAIの構築から運用までの一連の流れを習得する。
(3) 機械学習・深層学習の学習方式と基礎理論を理解し、各種センサから取得された数値・時系列、画像、音声、テキストに対して、正しく前処理、特徴変換、
分類・予測を行うための各種手法を習得する。
(4) 課題解決における「課題発見と定式化」、「データ取得」、「データの取り扱い」、「モデル化」、「結果の可視化」、「検証、活用」と一連のステップを習得する。
(5) 各学部・各学科の専門科目において、各研究領域におけるデータサイエンス、データエンジニアリング、AIの基礎・応用・連携を学ぶ。

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理解
や認識の向上に資する
実践の場を通じた学習
体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論Ａ」
（3回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）
・分析目的の設定「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンスＰＢＬ演習」（3回目）「データサイエンス概論
Ａ」（1,4回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）「データサイエンス概論
Ａ」（1,3,4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
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様式１－１１

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

1 ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

1 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○

1 ○

2 ○

2 ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

1 ○

1

以下の各区分より必要な単位数を修得すること。

【必修】 2単位
データサイエンス概論Ａ, データサイエンス概論Ｂ
【選択必修1】 4単位以上
線形代数、基礎解析、確率・統計・情報
【選択必修2】4単位以上
データサイエンス基礎演習、データサイエンスPBL演習、演習1、演習2、演習3

10 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

神戸大学

神戸大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

システム情報学部

基礎解析

確率・統計・情報

演習１

データサイエンス概論Ｂ

データサイエンス基礎演習

線形代数

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ

データサイエンス概論Ｂ

演習２

演習３

データサイエンス基礎演習

データサイエンスＰＢＬ演習

確率・統計・情報

データサイエンス概論Ｂ

データサイエンスＰＢＬ演習

授業科目 授業科目

データサイエンス概論Ａ
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⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

データサイエンス基礎演習 データエンジニアリング応用基礎

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・ベイズの定理「データサイエンス概論Ａ」（7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）、「確率・統計・情報」（12,13回
目）
・確率分布、正規分布、独立同一分布「データサイエンス概論Ａ」（3,4回目）、「確率・統計・情報」（1-3回目）
・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論
Ａ」（3回目）、「確率・統計・情報」（7-9回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・点推定と区間推定「データサイエンス概論Ａ」（3回目）、「確率・統計・情報」（4,5,6回目）
・ベクトルと行列「線形代数」（2.8回目）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積「線形代数」（2回目）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「線形代数」（2,3回目）
・固有値と固有ベクトル「線形代数」（11,12回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「基礎解析」（1回目）
・２変数関数の微分法、積分法「基礎解析」（1,4,5,9,10回目）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・計算量（オーダー）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）「データサイエン
ス概論Ｂ」（2,3回目）
・音声の符号化、周波数、標本化、量子化「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・構造化データ、非構造化データ「データサイエンス概論Ｂ」（6,7回目）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「データサイエンス概論Ａ」（2回目）

・関数、引数、戻り値「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）「データサイエンス基礎
演習」（3回目）、「演習１」（9,10回目）、「演習２」（4回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論B」（2.3
回目）「演習１」（5,6回目）、「演習２」（3回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）「データサ
イエンス基礎演習」（1,2回目）、「演習1」（4回目）、「演習２」（2回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「データサイエンス概論Ａ」（2回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）「データサ
イエンス基礎演習」（1,2回目）、「演習1」（4回目）、「演習２」（2回目）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・AI倫理、AIの社会的受容性「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）

・ホールドアウト法、交差検証法「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・過学習、バイアス「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・学習データと検証データ「データサイエンス概論Ａ」（5回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「データサイエンス概論Ａ」（1,4,5,7回目）、「演習3」（3,4回目）
・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・ディープニューラルネットワーク（DNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）、「演習3」（12回目）
・ニューラルネットワークの原理「データサイエンス概論Ａ」（6回目）、「演習3」（9-11回目）
・再帰型ニューラルネットワーク（RNN）「データサイエンス概論Ｂ」（3回目）
・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「データサイエンス概論Ａ」（1,6回
目）、「演習3」（13-15回目）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）

・AIの学習と推論「データサイエンス概論Ａ」（7回目）
・AIの社会実装「データサイエンス概論Ａ」（6回目）「データサイエンス概論Ｂ」（2,5回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「データサイエ
ンス概論Ａ」（1回目）
・データを活用した新しいビジネスモデル「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・データ駆動型社会、Society 5.0「データサイエンス概論Ａ」（1回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）「データ
サイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）「データサイエンスＰＢＬ演習」（1回
目）
・分析目的に応じた適切な調査（標本調査、標本誤差）「データサイエンス概論Ａ」（3回目）
・分析目的の設定「データサイエンス概論Ａ」（1,3回目）「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンス概論Ａ」（1,4回目）「データサイエンスＰＢ
Ｌ演習」（3回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンス概論Ａ」（1,3,4,5回目）「データサイエンス
基礎演習」（7回目）「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）、「確率・統計・情報」（10,11回目）、「演習3」（1,2回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ソーシャルメディアデータ「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「データサイエンス概論Ａ」（1回目）「データサイエンス概論Ｂ」（5回目）
・ビッグデータ活用事例「データサイエンス概論Ａ」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「データサイエンス概論Ａ」（1回目）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

(1) AIを実現する手段として「アルゴリズム」、「データ表現」、「プログラミング基礎」、「システム最適化」の概念や知識を習得する。
(2) AIの歴史、応用分野、研究やビジネスの現場でAIの構築から運用までの一連の流れを習得する。
(3) 機械学習・深層学習の学習方式と基礎理論を理解し、各種センサから取得された数値・時系列、画像、音声、テキストに対して、正しく前処理、特徴変
換、分類・予測を行うための各種手法を習得する。
(4) 課題解決における「課題発見と定式化」、「データ取得」、「データの取り扱い」、「モデル化」、「結果の可視化」、「検証、活用」と一連のステップを習得す
る。
(5) 各学部・各学科の専門科目において、各研究領域におけるデータサイエンス、データエンジニアリング、AIの基礎・応用・連携を学ぶ。

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資
する実践の場を通じた
学習体験を行う学修項
目群。応用基礎コアの
なかでも特に重要な学
修項目群であり、「デー
タエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・帰無仮説と対立仮説、片側検定と両側検定、第1種の過誤、第2種の過誤、p値、有意水準「データサイエンス概論
Ａ」（3回目）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「データサイエンス概論Ａ」（2回目）
・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）「データサイエンス概論Ａ」（6回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス概論Ｂ」（2回目）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス概論Ｂ」（2,3回目）

・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンスＰＢＬ演習」（5,6,7回目）「データサイエンス概論Ｂ」（1,6,7回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンスＰＢＬ演習」（1回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「データサイエンス概論Ｂ」（1回目）
・分析目的の設定「データサイエンスＰＢＬ演習」（2回目）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンスＰＢＬ演習」（3回目）「データサイエンス
概論Ａ」（1,4回目）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンスＰＢＬ演習」（4回目）「データサイエンス
概論Ａ」（1,3,4,5回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス概論Ｂ」（4,5回目）



令和7（2025）年度のシラバス等

以下の順番で各科⽬のシラバスをまとめている。
なお、⼀部の科⽬については、カリキュラムの関係上、2025年度のシラバスを参照できないものもあり、その場合は備考欄に記載のとおり対応した。

開講部局 科⽬名 備考
教養教育院 データサイエンス概論Ａ
教養教育院 データサイエンス概論Ｂ
教養教育院 数学Ａ
教養教育院 数学Ｂ
教養教育院 数学Ｃ
教養教育院 数学Ｄ
教養教育院 統計学Ａ
教養教育院 統計学Ｂ
教養教育院 データサイエンス基礎演習
教養教育院 データサイエンスＰＢＬ演習
教養教育院 線形代数⼊⾨１
教養教育院 線形代数⼊⾨２
教養教育院 線形代数１
教養教育院 線形代数２
教養教育院 線形代数３
教養教育院 線形代数４
教養教育院 微分積分⼊⾨１
教養教育院 微分積分⼊⾨２
教養教育院 微分積分１
教養教育院 微分積分２
教養教育院 微分積分３
教養教育院 微分積分４
教養教育院 数理統計１
教養教育院 数理統計２
教養教育院 情報科学１
教養教育院 情報科学２
⽂学部 ⼼理統計Ⅰ
⽂学部 ⼼理統計Ⅱ
⽂学部 社会統計学
⽂学部 量的調査法
国際⼈間科学部 統計情報処理
国際⼈間科学部 情報リテラシー演習１
国際⼈間科学部 情報リテラシー演習２
国際⼈間科学部 情報発信演習１
国際⼈間科学部 情報発信演習２
国際⼈間科学部 プログラミング基礎演習１
国際⼈間科学部 プログラミング基礎演習２
国際⼈間科学部 データマネージメント
国際⼈間科学部 ＩＴコミュニケーションデザイン
国際⼈間科学部 数理科学基礎
国際⼈間科学部 数理科学⼊⾨（代数系）
国際⼈間科学部 数理的問題解決法 2026年度以降開講のため現時点での授業案を添付
国際⼈間科学部 数理科学⼊⾨（統計系）
国際⼈間科学部 環境数値解析
国際⼈間科学部 計算機科学⼊⾨
国際⼈間科学部 数理モデルプログラミング
法学部 政治データ分析
経済学部 統計学
経済学部 経済数学
経済学部 ミクロデータ分析Ⅰ
経済学部 ミクロデータ分析Ⅱ
経営学部 経営統計
経営学部 経営数学
理学部 計算数学１・同演習
理学部 計算数学２

理学部
特別講義 ⽇本総研Ｘ神⼾⼤学 ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰ
ｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ITと⾦ 融ﾋﾞｼﾞﾈｽの最前線」

理学部 物理実験学
理学部 物理学情報処理
理学部 化学熱⼒学Ⅳ
理学部 計算機化学実験
理学部 ⽣物学実験ⅠA
理学部 ⽣物学実験ⅠB



開講部局 科⽬名 備考
理学部 惑星学実験実習の基礎Ⅱ
理学部 惑星学実習Ｂ
医学部 ⽣物統計学
医学部 統計学
医学部 医療情報処理学
医学部 看護情報学
医学部 基礎数学Ⅰ
医学部 基礎数学Ⅱ
医学部 応⽤数学Ⅰ
医学部 応⽤数学Ⅱ
医学部 応⽤数学Ⅲ 2026年度以降開講のため現時点での授業案を添付
医学部 応⽤数学Ⅳ 2026年度以降開講のため現時点での授業案を添付
医学部 医療機器プログラム概論 2026年度以降開講のため現時点での授業案を添付
医学部 医療機器⽤プログラミング実習 2026年度以降開講のため現時点での授業案を添付
⼯学部 常微分⽅程式論
⼯学部 複素関数論
⼯学部 フーリエ解析
⼯学部 ベクトル解析
⼯学部 市⺠⼯学のための確率･統計学
⼯学部 数値計算I
⼯学部 数値計算II
⼯学部 データエンジニアリング
⼯学部 プログラミング演習Ⅰ
⼯学部 プログラミング演習Ⅱ
⼯学部 データ構造とアルゴリズムI
⼯学部 データ構造とアルゴリズムⅡ
⼯学部 計算機⼯学Ⅱ
⼯学部 情報伝送Ⅱ
⼯学部 プログラミング演習Ⅲ
⼯学部 数学演習１
⼯学部 数学演習２
⼯学部 物理化学実験A
⼯学部 物理化学実験B
⼯学部 プロセス⼯学
⼯学部 プロセスシステム⼯学
⼯学部 プロセス⼯学演習
⼯学部 化学⼯学実験A 2026年度以降開講のため現時点での授業案を添付
⼯学部 物質化学実験A 2026年度以降開講のため現時点での授業案を添付
システム情報学部 線形代数
システム情報学部 基礎解析
システム情報学部 確率・統計・情報
システム情報学部 演習1
システム情報学部 演習2
システム情報学部 演習3 2026年度以降開講のため現時点での授業案を添付
農学部 実験統計学
農学部 プログラミング１
農学部 プログラミング２
農学部 数値解析
農学部 ⾷料情報学
農学部 応⽤動物データサイエンス演習
農学部 応⽤植物学専⾨実験Ⅱ
農学部 応⽤⽣命化学実験Ⅱ
農学部 応⽤機能⽣物学実験Ⅰ
海洋政策科学部 応⽤数学１−１
海洋政策科学部 応⽤数学１−２
海洋政策科学部 応⽤数学２−１
海洋政策科学部 応⽤数学２−２
海洋政策科学部 応⽤数学３−１
海洋政策科学部 応⽤数学３−２
海洋政策科学部 応⽤数学４−１
海洋政策科学部 応⽤数学４−２
海洋政策科学部 多変量解析１−１
海洋政策科学部 多変量解析１−２
海洋政策科学部 多変量解析２
海洋政策科学部 多変量解析３
海洋政策科学部 プログラミング−１
海洋政策科学部 プログラミング−２
海洋政策科学部 アルゴリズム−１
海洋政策科学部 アルゴリズム−２



������������	�
 �

���
�	���������������������������
��������������������������������� !�������� ��"



������������	�
 �

���
�	���������������������������
��������������������������������� !�������� ��"



������������	�
 �

���
�	���������������������������
��������������������������������� !��������  �"



������������	�
 �

���
�	���������������������������
��������������������������������� !�������� "�"



������������	�
 �

���
�	���������������������������
��������������������������������� !�"������ �� 



������������	�
 �

���
�	���������������������������
��������������������������������� !�"������ �� 



������������	�
 �

���
�	���������������������������
��������������������������������� !�"������ #� 



������������	�
 �

���
�	���������������������������
��������������������������������� !�"������  � 



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������������������� ��!����� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������������������� ��!����� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������������������� �
������ ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������������������� �
������ ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� ����
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� ����
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� ����
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� ����
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� ��!�
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� ��!�
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� ����
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� ����
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� ����
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� ����
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� ����
��� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
��������������������������������� !�������� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
��������������������������������� !�������� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������������������� !�"����� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������������������� !�"����� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������������������� !�"����� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������������������� !�"����� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������������������� !"������ ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������������������� !"������ ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������������������� !"������ ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������������������� !"������ ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
��������������������������������� !"������� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
��������������������������������� !"������� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� !���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� !���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
���������������������  ��
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
���������������������  ��
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
���������������������  ��
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
���������������������  ��
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
��������������������� ���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
��������������������� ���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
��������������������� ���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
��������������������� ���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� !!��
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� !!��
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� !!��
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� !!��
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
��������������������� ���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
��������������������� ���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
��������������������� ���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
��������������������� ���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� !���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� !���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� !���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� !���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� !�"�
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� !�"�
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
��������������������� ! �
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
��������������������� ! �
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
��������������������� ���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
��������������������� ���
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� ����
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� ����
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� �!��
��� ���



������������	�� �


���
	����������������������������������
������
�������������������� �!��
��� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������
�����������
 
������� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������
�����������
 
������� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������
����������� !
������� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������
����������� !
������� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
����������������������� ����������!�"������ ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
����������������������� ����������!�"������ ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������
������������ �!������ ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������
������������ �!������ ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������
�����������
 �!!����� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������
�����������
 �!!����� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������
����������� !�""����� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
���������������������
����������� !�""����� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
����������������������� ����������!�"������ ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
����������������������� ����������!�"������ ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
����������������������� ����������!�"������ ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
����������������������� ����������!�"������ ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
����������������������� ����������!�"������ ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
����������������������� ����������!�������� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
����������������������� ����������!�������� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
����������������������� ����������!��"����� ���



������������	�
 �

���
�	���������������������������
����������������������� ����������!��"����� ���



現時点での授業内容（案）
科⽬名： 数理的問題解決法

回 タイトル 内容
1 なぜ「数理的な⾒⽅」が役⽴つのか
2 「歴史は繰り返す」：周期性とモデル化
3 「⾵が吹けば桶屋が儲かる」：因果関係と推論
4 「読書は昨⽇の続きから」：帰納と探索
5 「迷ったら右へ」：ヒューリスティックと意思決定
6 「なぜそれが正しい？」：根拠と説明
7 「選択肢が多すぎる」：情報量と最適化
8 「パターン認識」：繰り返しと抽象化
9 「その順番でやる理由」：⼿順とアルゴリズム

10 「例外はあるか？」：反例と⼀般化
11 「それって本当に必要？」：仮定と省略
12 「似ているけど違う」：類推と分類
13 総合課題：⽇常の問題を数理的に読み解く
14 AIをどのように問題解決に役⽴てるべきか
15 総合課題の発表と質疑応答

授業の到達⽬標（①学修⽬標）

科⽬名

2
⑥担当教員
⑤単位数

専⾨科⽬
数理的問題解決法

⽇常⽣活の中に⾒え隠れする数理的な構造や考え⽅に気づき，⾔葉で説明できること，
問題を整理し，前提や条件を明確にしたうえで合理的な解決策を考えられること，
可能性のある複数の⽅法や視点を⽐較し，適⽤範囲や限界を判断できること，
適切にAIを活⽤し，別の表現や反例などを確認したうえで，⾃分の考えを検証・改善できることが到達⽬標となります。

数理的問題解決法の授業であり，数学の定理や計
算法を講義する授業ではありません。
⽇常の中で出会う問題や意思決定を題材に，そこ
に⾒え隠れする「繰り返し」「最適化」「分類」
「因果関係」などの
数理的な構造を⾒つけ，整理し，説明することに
関する演習や講義をします。
また，状況に応じてAIを，考えを広げたり検証し
たりするための補助ツールとして使います。

授業の概要と計画
（③授業内容 及び ④年間の授業計画）

授業形態（②授業の⽅法）

キーワード

授業のテーマ

パソコン，数理的思考，問題解決，論理的説明，モデル化，最適化，アルゴリズム，反例，AI活⽤，批判的検証

環境や社会の課題を考える上でも，合理的な判断や問題解決のための数理的な視点は⽋かせません。
この授業では，⽇常⽣活で何気なく⾏っている判断や⾏動の中に⾒え隠れする数理的な考え⽅や構造に着⽬し，
それらを意識的に捉え直し，論理的に説明・活⽤する⼒を養います。
また，AIも補助的に⽤いながら，問題を整理し，複数の視点から検証する⽅法を学びます。

各回の内容に対応する演習課題（演習課題の個数や形態は各回で異なる）の結果を40%，
総合課題（発表と質疑応答含む）の結果を40%，最終リフレクションレポート（学習の振り返りレポート）の結果を20%
とするが，
授業への参加度（質疑応答や発⾔，演習課題の進捗，LMSの活動ログなど）が著しく低い場合は，最⼤50%の減点を⾏い
ます。
【成績評価基準】
問題の整理（⽬的・前提・制約の明⽰）が⾏えうるかどうか，
数理的な構造の特定（周期・最適化・分類・⼿順など）が⾏えうるかどうか，
数理的な⽅法の適⽤可能な範囲や仮説への反例の提⽰などが⾏えうるかどうか，
必要に応じてAIを使った検証（根拠・⽭盾・再現性の指摘）が⾏えうるかどうか，
また，他者に向けた発表時の説明の⼀貫性と質疑応⽤への対応が適切にできうるかどうか。

⑦成績評価⽅法等
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現時点での授業内容（案）
科⽬名： 応⽤数学Ⅲ

回 タイトル 内容
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

⑦成績評価⽅法等

授業形態（②授業の⽅法）

授業の概要と計画
（③授業内容 及び ④年間の授業計画）

⑤単位数 1
⑥担当教員

⼯学基礎科⽬の理解に必要な数学として、微分⽅程式、ベクトル解析、フーリエ解析、複素関数論、 確率・
統計について応⽤数学Ⅰ〜Ⅳで学ぶ。
複素数を変数とする複素関数の微分積分、級数展開等を含む基本的な理論を理解しその応⽤についての知識を
習得する。

科⽬分類 専⾨科⽬
科⽬名 応⽤数学Ⅲ
授業の到達⽬標（①学修⽬標）



現時点での授業内容（案）
科⽬名： 応⽤数学Ⅳ

回 タイトル 内容
1 直交関数系とフーリエ級数
2 フーリエ展開の性質

3
フーリエ級数の収束性・ギブス現象，複素フーリエ級
数

4 フーリエ級数の熱⽅程式・波動⽅程式への応⽤
5 フーリエ変換・逆変換
6 フーリエ変換の性質
7 フーリエ変換の熱⽅程式・波動⽅程式への応⽤

8
ラプラス変換・逆変換，ラプラス変換の応⽤まとめと
演習

9
10
11
12
13
14
15

期末試験70%，演習の評価30%の合計を以て成績評価とする。

専⾨科⽬
応⽤数学Ⅳ
以下の事項を理解し，必要な計算ができるようになることを⽬標とする．
・フーリエ展開，フーリエ変換の基礎事項と収束定理
・代表的な関数のフーリエ展開，フーリエ変換の計算法
・フーリエ解析による波動⽅程式，熱⽅程式の解法
・ラプラス変換の基礎事項
講義

授業の到達⽬標（①学修⽬標）

科⽬名
科⽬分類

1単位
菅野 公⼆（⾮常勤講師になる予定）

⑦成績評価⽅法等
⑥担当教員
⑤単位数

授業の概要と計画
（③授業内容 及び ④年間の授業計画）

授業形態（②授業の⽅法）



現時点での授業内容（案）
科⽬名： 医療機器プログラム概論

回 タイトル 内容
1 情報処理⼯学総論、インストール、変数、演算
2 if⽂
3 for/while⽂
4 配列
5 関数
6 ⽂字列
7 ⼊出⼒
8 まとめ，演習
9

10
11
12
13
14
15

⑦成績評価⽅法等
期末課題60％
平常点40%（各回授業中に提⽰する課題に対して作成したプログラムおよびその正常動作の確認）

授業形態（②授業の⽅法） 講義

授業の概要と計画
（③授業内容 及び ④年間の授業計画）

⑤単位数 1単位
⑥担当教員 中楯 ⿓

科⽬分類 専⾨科⽬
科⽬名 医療機器プログラム概論

授業の到達⽬標（①学修⽬標）
今後の学修や研究活動においてプログラミングを容易に使えるようになることが⽬標である。実際に⼿
を動かしてプログラムを組むことを重視する。



現時点での授業内容（案）
科⽬名： 医療機器⽤プログラミング実習

回 タイトル 内容
1 ガイダンス，インストール
2 開発環境の使⽤⽅法
3 if⽂、変数、演算
4 医療治療機器アプリケーション例１
5 for/while⽂
6 医療治療機器アプリケーション例２
7 配列
8 医療治療機器アプリケーション例３
9 関数

10 医療治療機器アプリケーション例４
11 ⽂字列，⼊出⼒
12 医療治療機器アプリケーション例５
13 ポインタ
14 医療治療機器アプリケーション例６
15 発表会，まとめ

⑦成績評価⽅法等
期末課題60％
平常点40%（各回授業中に提⽰する課題に対して作成したプログラムおよびその正常動作の確認）

授業形態（②授業の⽅法） 実習

授業の概要と計画
（③授業内容 及び ④年間の授業計画）

⑤単位数 1単位
⑥担当教員 中楯 ⿓

科⽬分類 専⾨科⽬
科⽬名 医療機器⽤プログラミング実習

授業の到達⽬標（①学修⽬標） 各種医療治療機器アプリケーション開発を通してプログラミング技術を⾝に着ける。
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化学⼯学実験A：現時点での授業内容

科⽬分類
科⽬名

授業の到達⽬標（①学修⽬標）

授業形態（②授業の⽅法）
回 タイトル 内容

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

15

⑤単位数
⑥担当教員
⑦成績評価⽅法等

授業の概要と計画
（③授業内容及び④年間の授業計画）

1.5

各グループ4コマ×3⽇間で下記の内容に付いて実験およびデータ解析を実施する。
1. ガイダンス：実験の流れの説明・輸送現象・プロセス⼯学の講義・演習内容の復習
と安全指導
2. 物質移動や伝熱に関する実験操作および解析法の取得する。
3．実験装置の構成やデータ取得における解析法との関連について理解する。
4. 引⽤⽂献および被引⽤⽂献の検索実習を⾏い、適切な情報収集に関する知識を取得
する。

進め⽅
実験マニュアルに添って実施する。実際に測定を⾏いながら、そのデータの解析⼿法
について解説を⾏う。得られたデータは、測定当⽇にグループごとにBEEF上にアップ
ロードする。

授業の概要と計画
2026年度から開講予定のため、詳細は2025年度中に設定する。

応⽤化学科教員（2026年度から開講予定のため、詳細は2025年度中に設定する。）
2026年度から開講予定のため、詳細は2025年度中に設定する。

専⾨科⽬
化学⼯学実験A

輸送現象・プロセス⼯学に関連する実験操作・データ解析・レポート作成を通して、講義・演習
科⽬において学修した内容の理解を深める。ここで⾏う学修内容は以下の通りである。
１．円管内の流動と伝熱
２．気相拡散係数の測定
３．ガラス細⼯実習
４．引⽤⽂献および被引⽤⽂献の検索実習

対⾯にて実施する



物質化学実験A：現時点での授業内容

科⽬分類
科⽬名

授業の到達⽬標（①学修⽬標）

授業形態（②授業の⽅法）
回 タイトル 内容

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

⑤単位数
⑥担当教員
⑦成績評価⽅法等

専⾨科⽬
物質化学実験A

無機化学・分析化学関連する実験操作・データ解析・レポート作成を通して、講義・演習科⽬に
おいて学修した内容の理解を深める。ここで⾏う学修内容は以下の通りである。
・無機材料合成
・電気化学測定法

対⾯にて実施する

2026年度から開講予定のため、詳細は2025年度中に設定する。
応⽤化学科教員（2026年度から開講予定のため、詳細は2025年度中に設定する。）
1.5

各グループ4コマ×3⽇間で下記の内容に付いて実験およびデータ解析を実施する。
1. ガイダンス：実験の流れの説明および、無機化学の講義・演習内容の復習と安全指
導
2. 無機材料合成に関する実験操作および材料の定量・評価法の取得
3. 電気化学測定を通じて、電位・電流の概念の理解とエネルギー変換に関する知識を
取得する。

進め⽅
実験マニュアルに添って実施する。実際に測定を⾏いながら、そのデータの解析⼿法
について解説を⾏う。得られたデータは、測定当⽇にグループごとにBEEF上にアップ
ロードする。

授業の概要と計画
2026年度から開講予定のため、詳細は2025年度中に設定する。

授業の概要と計画
（③授業内容及び④年間の授業計画）
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現時点での授業内容（案）
科⽬名： 演習3

回 タイトル 内容
1 クラスタリング（１） K-means、階層型クラスタリング
2 クラスタリング（２） 混合ガウスモデル
3 教師有り学習（１） 決定⽊
4 教師有り学習（２） ブースティング
5 動的計画法・最短経路問題（１） 幅優先探索
6 動的計画法・最短経路問題（２） ダイクストラ法
7 シンプレックス法（１） シンプレックス法の基礎
8 シンプレックス法（２） シンプレックス法の応⽤
9 勾配降下法・遺伝⼦アルゴリズム（１） 勾配降下法の限界と遺伝⼦アルゴリズムの概要

10 勾配降下法・遺伝⼦アルゴリズム（２） 遺伝的アルゴリズムの実装
11 勾配降下法（モデルフィッティング）・ニューラルネットワーク学習（１） 回帰のモデルフィッティング
12 勾配降下法（モデルフィッティング）・ニューラルネットワーク学習（２） 多層NNの学習
13 ニューラルネットワークの応⽤及び最終課題（１） 既習の知識を活⽤して応⽤課題に取り組み、レポート作成
14 ニューラルネットワークの応⽤及び最終課題（２） 既習の知識を活⽤して応⽤課題に取り組み、レポート作成
15 ニューラルネットワークの応⽤及び最終課題（３） 既習の知識を活⽤して応⽤課題に取り組み、レポート作成

複数回のレポート課題を課し、その重み付け合計点を100点満点により評価する。

専⾨科⽬
演習3

最適化理論および⼈⼯知能に関する講義科⽬で取り扱ったいくつかの代表的な⼿法や発展的な課題について、それらを計算機上に実装することによ
り、講義内容の理解の向上ならびにプログラミング技術を習得する。
本授業で取り扱う内容に関して理論を深く理解するとともに、Pythonを⽤いたソフトウェア実装ができることを⽬標とする。

教育⽤計算機システムを利⽤した演習を中⼼とした授業を⾏う。数値解析、最適化理論、⼈⼯知能に関連する理論について解説した後、Pythonを⽤
いた実装を⾏う。

授業の到達⽬標（①学修⽬標）

科⽬名
科⽬分類

2
全教員（演習委員会）

⑦成績評価⽅法等
⑥担当教員
⑤単位数

授業の概要と計画
（③授業内容 及び ④年間の授業計画）

授業形態（②授業の⽅法）
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神戸大学数理・データサイエンス・AI 教育プログラム実施要領 
 

令和４年１月 18 日 神戸大学数理・データサイエンスセンター運営委員会決定 

令和４年 2 月 8 日 神戸大学数理・データサイエンスセンター運営委員会一部改正 

令和４年 11 月 10 日 神戸大学数理・データサイエンスセンター運営委員会一部改正 

令和 5 年１月 26 日 神戸大学数理・データサイエンスセンター運営委員会一部改正 

令和 6 年 2 月 19 日 神戸大学数理・データサイエンスセンター運営委員会一部改正 

令和 7 年 2 月 27 日 神戸大学数理・データサイエンスセンター運営委員会一部改正 

 
（趣旨） 

第１条 この要領は、神戸大学の各学部規則の規定に基づき設置される神戸大学数理・データサ
イエンス・AI 教育プログラム（以下「プログラム」という。）の実施に関し必要な事項を定め
るものとする。 

 
（目的） 

第２条 プログラムは、学士課程において、数理的思考、データ分析・活用力、AI 活用能力に
関する基礎的素養を有する人材を育成することを目的とする。 

 
 （レベル） 
第 3 条 プログラムは、リテラシーレベルと応用基礎レベルに区分する。 
 
（授業科目名，単位数及び修了要件） 

第４条 プログラムにおける授業科目名、単位数及び修了要件は、別表のとおりとする。 
 
（修了認定） 

第５条 プログラム修了については、当該プログラムを修了した学生が所属する学部の教授会
の議を経て年度末ごとに認定を行い、修了を認定した者については、オープンバッジを発行す
る。 
 
（雑則） 

第６条 この要領に定めるもののほか、プログラムの実施に関し必要な事項は、別に定める。 
 

附 則 
この要領は、令和４年４月１日から実施する。 

附 則 
この要領は、令和４年 11 月 10 日から実施する。 

附 則 
1 この要領は、令和 5 年 4 月 1 日から実施する。 
2 この要領実施の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和 5 年 4 月 1 日以後に
おいて在学者の属する年次に編入学、転入学又は再入学する者については、改正後の要領に



かかわらず、なお従前の例による。 
附 則 

1 この要領は、令和 6 年 4 月 1 日から実施する。 
2 この要領実施の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和 6 年 4 月 1 日以後に
おいて在学者の属する年次に編入学、転入学又は再入学する者については、改正後の要領に
かかわらず、なお従前の例による。 
 

  附 則 
1 この要領は、令和 7 年 4 月 1 日から実施する。 
2 この要領実施の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和 7 年 4 月 1 日以後に 
おいて在学者の属する年次に編入学、転入学又は再入学する者については、改正後の要領に 
かかわらず、なお従前の例による。 



別表（第4条関係）
（1）神戸大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

情報基礎 教養科目（基盤系） 1
データサイエンス基礎学 教養科目（基盤系） 1

2単位

（2）神戸大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）
文学部

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
数学Ａ 教養科目（自然系） 1
数学Ｂ 教養科目（自然系） 1
数学Ｃ 教養科目（自然系） 1
数学Ｄ 教養科目（自然系） 1
統計学Ａ 教養科目（自然系） 1
統計学Ｂ 教養科目（自然系） 1
心理統計Ⅰ 専門科目 2
心理統計Ⅱ 専門科目 2
社会統計学 専門科目 2
量的調査法 専門科目 2
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1

6単位以上必要修得単位数の合計

必修 2単位

必要修得単位数の合計

必修 2単位

選択必修
2単位以上

2単位



国際人間科学部　グローバル文化学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
数学Ａ 教養科目（自然系） 1
数学Ｂ 教養科目（自然系） 1
数学Ｃ 教養科目（自然系） 1
数学Ｄ 教養科目（自然系） 1
統計情報処理 専門科目 2
統計学Ａ 教養科目（自然系） 1
統計学Ｂ 教養科目（自然系） 1
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
情報リテラシー演習１ 専門科目 1
情報リテラシー演習２ 専門科目 1
情報発信演習１ 専門科目 1
情報発信演習２ 専門科目 1
プログラミング基礎演習１ 専門科目 1
プログラミング基礎演習２ 専門科目 1
データマネージメント 専門科目 2
ＩＴコミュニケーションデザイン 専門科目 2
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1

6単位以上

国際人間科学部　発達コミュニティ学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
数学Ａ 教養科目（自然系） 1
数学Ｂ 教養科目（自然系） 1
数学Ｃ 教養科目（自然系） 1
数学Ｄ 教養科目（自然系） 1
統計学Ａ 教養科目（自然系） 1
統計学Ｂ 教養科目（自然系） 1
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
情報発信演習１ 専門科目 1
情報発信演習２ 専門科目 1
プログラミング基礎演習１ 専門科目 1
プログラミング基礎演習２ 専門科目 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1

6単位以上

必修 2単位

選択必修

2単位以上

2単位以上

必要修得単位数の合計

必要修得単位数の合計

必修 2単位

選択必修

2単位以上

2単位以上



国際人間科学部　環境共生学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
線形代数入門１ 共通専門基礎科目 1
線形代数入門２ 共通専門基礎科目 1
線形代数１ 共通専門基礎科目 1
線形代数２ 共通専門基礎科目 1
線形代数３ 共通専門基礎科目 1
線形代数４ 共通専門基礎科目 1
微分積分入門１ 共通専門基礎科目 1
微分積分入門２ 共通専門基礎科目 1
微分積分１ 共通専門基礎科目 1
微分積分２ 共通専門基礎科目 1
微分積分３ 共通専門基礎科目 1
微分積分４ 共通専門基礎科目 1
数学Ａ 教養科目（自然系） 1
数学Ｂ 教養科目（自然系） 1
数学Ｃ 教養科目（自然系） 1
数学Ｄ 教養科目（自然系） 1
数理統計１ 共通専門基礎科目 1
数理統計２ 共通専門基礎科目 1
統計学Ａ 教養科目（自然系） 1
統計学Ｂ 教養科目（自然系） 1
数理科学基礎 専門科目 2
数理科学入門（代数系） 専門科目 2
数理的問題解決法 専門科目 2
数理科学入門（統計系） 専門科目 2
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
情報発信演習１ 専門科目 1
情報発信演習２ 専門科目 1
環境数値解析 専門科目 2
計算機科学入門 専門科目 2
プログラミング基礎演習１ 専門科目 1
プログラミング基礎演習２ 専門科目 1
数理モデルプログラミング 専門科目 2
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1

6単位以上

必修 2単位

選択必修

2単位以上

2単位以上

必要修得単位数の合計



国際人間科学部　子ども教育学科
授業科目名 授業科目の区分 単位数 必要修得

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
数学Ａ 教養科目（自然系） 1
数学Ｂ 教養科目（自然系） 1
数学Ｃ 教養科目（自然系） 1
数学Ｄ 教養科目（自然系） 1
統計学Ａ 教養科目（自然系） 1
統計学Ｂ 教養科目（自然系） 1
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
情報発信演習１ 専門科目 1
情報発信演習２ 専門科目 1
プログラミング基礎演習１ 専門科目 1
プログラミング基礎演習２ 専門科目 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1

6単位以上必要修得単位数の合計

必修 2単位

選択必修

2単位以上

2単位以上



法学部

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
数学Ａ 教養科目（自然系） 1
数学Ｂ 教養科目（自然系） 1
数学Ｃ 教養科目（自然系） 1
数学Ｄ 教養科目（自然系） 1
統計学Ａ 教養科目（自然系） 1
統計学Ｂ 教養科目（自然系） 1
政治データ分析 専門科目 2
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1

6単位以上

経済学部

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
微分積分入門１ 共通専門基礎科目 1
微分積分入門２ 共通専門基礎科目 1
線形代数入門１ 共通専門基礎科目 1
線形代数入門２ 共通専門基礎科目 1
統計学 専門科目 2
経済数学 専門科目 2
ミクロデータ分析Ⅰ 専門科目 2
ミクロデータ分析Ⅱ 専門科目 2
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1

12単位以上

必修 2単位

選択必修
2単位以上

2単位

必要修得単位数の合計

必要修得単位数の合計

必修 2単位

選択必修

8単位

2単位以上



経営学部

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
統計学Ａ 教養科目（自然系） 1
統計学Ｂ 教養科目（自然系） 1
線形代数入門１ 共通専門基礎科目 1
線形代数入門２ 共通専門基礎科目 1
線形代数１ 共通専門基礎科目 1
線形代数２ 共通専門基礎科目 1
線形代数３ 共通専門基礎科目 1
線形代数４ 共通専門基礎科目 1
微分積分入門１ 共通専門基礎科目 1
微分積分入門２ 共通専門基礎科目 1
微分積分１ 共通専門基礎科目 1
微分積分２ 共通専門基礎科目 1
微分積分３ 共通専門基礎科目 1
微分積分４ 共通専門基礎科目 1
経営統計 専門科目 2
経営数学 専門科目 2
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1

8単位以上

必修 2単位

選択必修
4単位以上

2単位

必要修得単位数の合計



理学部　数学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
線形代数１ 共通専門基礎科目 1
線形代数２ 共通専門基礎科目 1
線形代数３ 共通専門基礎科目 1
線形代数４ 共通専門基礎科目 1
微分積分１ 共通専門基礎科目 1
微分積分２ 共通専門基礎科目 1
微分積分３ 共通専門基礎科目 1
微分積分４ 共通専門基礎科目 1
数理統計１ 共通専門基礎科目 1
数理統計２ 共通専門基礎科目 1
計算数学１・同演習 専門科目 4
計算数学２ 専門科目 2
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1
特別講義　日本総研Ｘ神戸大学 ｵｰﾌﾟﾝｲﾉ
ﾍﾞｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ITと金 融ﾋﾞｼﾞﾈｽの最
前線」

専門科目 1

6単位以上

理学部　物理学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
線形代数１ 共通専門基礎科目 1
線形代数２ 共通専門基礎科目 1
線形代数３ 共通専門基礎科目 1
線形代数４ 共通専門基礎科目 1
微分積分１ 共通専門基礎科目 1
微分積分２ 共通専門基礎科目 1
微分積分３ 共通専門基礎科目 1
微分積分４ 共通専門基礎科目 1
物理実験学 専門科目 2
物理学情報処理 専門科目 4
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1
特別講義　日本総研Ｘ神戸大学 ｵｰﾌﾟﾝｲﾉ
ﾍﾞｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ITと金 融ﾋﾞｼﾞﾈｽの最
前線」

専門科目 1

6単位以上

必要修得単位数の合計

必修 2単位

選択必修

2単位以上

2単位以上

必修 2単位

選択必修

2単位以上

2単位以上

必要修得単位数の合計



理学部　化学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
線形代数１ 共通専門基礎科目 1
線形代数２ 共通専門基礎科目 1
線形代数３ 共通専門基礎科目 1
線形代数４ 共通専門基礎科目 1
微分積分１ 共通専門基礎科目 1
微分積分２ 共通専門基礎科目 1
微分積分３ 共通専門基礎科目 1
微分積分４ 共通専門基礎科目 1
化学熱力学Ⅳ 専門科目 2
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
計算機化学実験 専門科目 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1
特別講義　日本総研Ｘ神戸大学 ｵｰﾌﾟﾝｲﾉ
ﾍﾞｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ITと金 融ﾋﾞｼﾞﾈｽの最
前線」

専門科目 1

6単位以上

理学部　生物学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
線形代数入門１ 共通専門基礎科目 1
線形代数入門２ 共通専門基礎科目 1
線形代数１ 共通専門基礎科目 1
線形代数２ 共通専門基礎科目 1
微分積分入門１ 共通専門基礎科目 1
微分積分入門２ 共通専門基礎科目 1
微分積分１ 共通専門基礎科目 1
微分積分２ 共通専門基礎科目 1
生物学実験ⅠA 専門科目 2
生物学実験ⅠB 専門科目 2
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1
特別講義　日本総研Ｘ神戸大学 ｵｰﾌﾟﾝｲﾉ
ﾍﾞｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ITと金 融ﾋﾞｼﾞﾈｽの最
前線」

専門科目 1

6単位以上

必要修得単位数の合計

必修 2単位

選択必修

2単位以上

2単位以上

必修 2単位

選択必修

2単位以上

2単位以上

必要修得単位数の合計



理学部　惑星学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
微分積分１ 共通専門基礎科目 1
微分積分２ 共通専門基礎科目 1
微分積分３ 共通専門基礎科目 1
微分積分４ 共通専門基礎科目 1
線形代数１ 共通専門基礎科目 1
線形代数２ 共通専門基礎科目 1
線形代数３ 共通専門基礎科目 1
線形代数４ 共通専門基礎科目 1
惑星学実験実習の基礎Ⅱ 専門科目 2
惑星学実習Ｂ 専門科目 2
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1
特別講義　日本総研Ｘ神戸大学 ｵｰﾌﾟﾝｲﾉ
ﾍﾞｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ITと金 融ﾋﾞｼﾞﾈｽの最
前線」

専門科目 1

6単位以上必要修得単位数の合計

必修 2単位

選択必修

2単位以上

2単位以上



医学部　医学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
微分積分１ 共通専門基礎科目 1
微分積分２ 共通専門基礎科目 1
微分積分３ 共通専門基礎科目 1
微分積分４ 共通専門基礎科目 1
生物統計学 専門科目 2
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1

10単位

医学部　医療創成工学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
基礎数学Ⅰ 専門科目 1
基礎数学Ⅱ 専門科目 1
応用数学Ⅰ 専門科目 1
応用数学Ⅱ 専門科目 1
応用数学Ⅲ 専門科目 1
応用数学Ⅳ 専門科目 1
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
データサイエンスPBL演習 教養科目（総合系） 1
医療機器プログラム概論 専門科目 1
医療機器用プログラミング実習 専門科目 1

6単位以上

医学部　保健学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
線形代数入門１ 共通専門基礎科目 1
線形代数入門２ 共通専門基礎科目 1
微分積分入門１ 共通専門基礎科目 1
微分積分入門２ 共通専門基礎科目 1
統計学 専門科目 1
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
医療情報処理学 専門科目 1
看護情報学 専門科目 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1

6単位以上

必修 2単位

選択必修
6単位

2単位

必要修得単位数の合計

必修 2単位

選択必修

2単位以上

2単位以上

必要修得単位数の合計

必修 2単位

選択必修

2単位以上

2単位以上

必要修得単位数の合計



工学部　建築学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
微分積分１ 共通専門基礎科目 1
微分積分２ 共通専門基礎科目 1
微分積分３ 共通専門基礎科目 1
微分積分４ 共通専門基礎科目 1
線形代数１ 共通専門基礎科目 1
線形代数２ 共通専門基礎科目 1
線形代数３ 共通専門基礎科目 1
線形代数４ 共通専門基礎科目 1
数理統計１ 共通専門基礎科目 1
数理統計２ 共通専門基礎科目 1
常微分方程式論 専門基礎科目 2
複素関数論 専門基礎科目 2
フーリエ解析 専門基礎科目 2
ベクトル解析 専門基礎科目 2
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1

6単位以上

工学部　市民工学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
線形代数１ 共通専門基礎科目 1
線形代数２ 共通専門基礎科目 1
線形代数３ 共通専門基礎科目 1
線形代数４ 共通専門基礎科目 1
複素関数論 専門基礎科目 2
常微分方程式論 専門基礎科目 2
フーリエ解析 専門基礎科目 2
ベクトル解析 専門基礎科目 2
市民工学のための確率･統計学 専門科目 2
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1
数値計算I 専門科目 2
数値計算II 専門科目 2

10単位以上

必要修得単位数の合計

必修 2単位

選択必修

4単位以上

4単位以上

必修 2単位

選択必修
2単位以上

2単位

必要修得単位数の合計



工学部　電気電子工学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
データエンジニアリング 専門科目 2
線形代数１ 共通専門基礎科目 1
線形代数２ 共通専門基礎科目 1
線形代数３ 共通専門基礎科目 1
線形代数４ 共通専門基礎科目 1
微分積分１ 共通専門基礎科目 1
微分積分２ 共通専門基礎科目 1
微分積分３ 共通専門基礎科目 1
微分積分４ 共通専門基礎科目 1
数理統計１ 共通専門基礎科目 1
数理統計２ 共通専門基礎科目 1
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1
プログラミング演習Ⅰ 専門科目 1
プログラミング演習Ⅱ 専門科目 1
データ構造とアルゴリズムI 専門科目 2
データ構造とアルゴリズムⅡ 専門科目 2
計算機工学Ⅱ 専門科目 2
情報伝送Ⅱ 専門科目 2

13単位以上

工学部　機械工学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
微分積分１ 共通専門基礎科目 1
微分積分２ 共通専門基礎科目 1
線形代数１ 共通専門基礎科目 1
線形代数２ 共通専門基礎科目 1
数理統計１ 共通専門基礎科目 1
数理統計２ 共通専門基礎科目 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1
プログラミング演習Ⅰ 専門科目 1
プログラミング演習Ⅱ 専門科目 1
プログラミング演習Ⅲ 専門科目 1

10単位以上

必要修得単位数の合計

必修 2単位

選択必修

5単位以上

3単位以上

必修 4単位

選択必修

2単位以上

2単位以上

1単位以上

2単位以上

2単位以上

必要修得単位数の合計



工学部　応用化学科

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
線形代数１ 共通専門基礎科目 1
線形代数２ 共通専門基礎科目 1
線形代数３ 共通専門基礎科目 1
線形代数４ 共通専門基礎科目 1
微分積分１ 共通専門基礎科目 1
微分積分２ 共通専門基礎科目 1
微分積分３ 共通専門基礎科目 1
微分積分４ 共通専門基礎科目 1
数学演習１ 専門基礎科目 0.5
数学演習２ 専門基礎科目 0.5
化学工学実験Ａ 専門科目 1.5
物質化学実験Ａ 専門科目 1.5
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1
プロセス工学 専門科目 1
プロセスシステム工学 専門科目 1
プロセス工学演習 専門科目 0.5

12単位以上

システム情報学部

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
線形代数 専門科目 2
基礎解析 専門科目 2
確率・統計・情報 専門科目 2
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
データサイエンスPBL演習 教養科目（総合系） 1
演習1 専門科目 2
演習2 専門科目 2
演習3 専門科目 2

10単位以上

必修 2単位

選択必修

4単位以上

4単位以上

必要修得単位数の合計

必修 2単位

選択必修

8単位以上

2単位以上

必要修得単位数の合計



農学部

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
線形代数１ 共通専門基礎科目 1
線形代数２ 共通専門基礎科目 1
線形代数３ 共通専門基礎科目 1
線形代数４ 共通専門基礎科目 1
微分積分入門１ 共通専門基礎科目 1
微分積分入門２ 共通専門基礎科目 1
微分積分１ 共通専門基礎科目 1
微分積分２ 共通専門基礎科目 1
微分積分３ 共通専門基礎科目 1
微分積分４ 共通専門基礎科目 1
数理統計１ 共通専門基礎科目 1
数理統計２ 共通専門基礎科目 1
情報科学１ 共通専門基礎科目 1
情報科学２ 共通専門基礎科目 1
データサイエンス基礎演習 教養科目（総合系） 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1
実験統計学 専門科目 2
プログラミング１ 専門科目 1
プログラミング２ 専門科目 1
数値解析 専門科目 2
食料情報学 専門科目 2
応用動物データサイエンス演習 専門科目 2
応用植物学専門実験Ⅱ 専門科目 3
応用生命化学実験Ⅱ 専門科目 4
応用機能生物学実験Ⅰ 専門科目 4

6単位以上必要修得単位数の合計

必修 2単位

選択必修

2単位以上

2単位以上



海洋政策科学部

授業科目名 授業科目の区分 単位数
必要修得
単位数

データサイエンス概論Ａ 教養科目（総合系） 1
データサイエンス概論Ｂ 教養科目（総合系） 1
数理統計１ 共通専門基礎科目 1
数理統計２ 共通専門基礎科目 1
応用数学１－１ 専門科目 1
応用数学１－２ 専門科目 1
応用数学２－１ 専門科目 1
応用数学２－２ 専門科目 1
応用数学３－１ 専門科目 1
応用数学３－２ 専門科目 1
応用数学４－１ 専門科目 1
応用数学４－２ 専門科目 1
多変量解析１－１ 専門科目 1
多変量解析１－２ 専門科目 1
多変量解析２ 専門科目 1
多変量解析３ 専門科目 1
データサイエンスＰＢＬ演習 教養科目（総合系） 1
プログラミング－１ 専門科目 1
プログラミング－２ 専門科目 1
アルゴリズム－１ 専門科目 1
アルゴリズム－２ 専門科目 1

6単位以上必要修得単位数の合計

必修 2単位

選択必修

2単位以上

2単位以上
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応用基礎レベル 履修者数 ※

（「データサイエンス概論A」又は
「データサイエンス概論B」の履修者数）

リテラシーレベル 履修者数
（「データサイエンス基礎学」

（2021年度以前入学生は「データサイエンス入門A」）の履修者数）

神戸大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム 【概要】

 今後のデジタル社会において、数理・データ
サイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で
使いこなすことができる基礎的素養を主体
的に身につけること

 学修した数理・データサイエンス・AIに関す
る知識・技能をもとに、これらを扱う際には、
人間中心の適切な判断ができ、不安なく自
らの意志でAI等の恩恵を享受し、これらを
説明し、活用できるようになること

各科目の授業形式
（企業 / 自治体との連携を含む科目・プロジェクトを除く）

インプット講義
（オンデマンド）

アウトプット講義
（Zoomオンライン）

確認テスト
（LMSによる自動採点）

説明を主とするインプット講義に
ついてはオンデマンドで実施
（質問受付も行う）

インプット講義における質問への対応
や、ハンズオン演習等はアウトプット
講義で実施

確認テストによって実力を確かめ、
復習を行える仕組みをLMS上で実現

全学展開により、2025年度
は新入学生全員（2656名）
が履修している

履修実績
（2022年度から２０25年度）

※応用基礎レベルプログラムの開始は2022年度からだが、ここでは2021年度以前入学生を含めて集計。

教育目標およびカリキュラムフロー
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データサイエンス概論A, Bを
1年次3Q, 4Qに移行し、応用
基礎レベルをできる限り早期
に履修可能となった
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